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21世紀の今日の文化は、私たちの遠い祖先たちが築いてきた歴史を抜きに語ること

はできません。地下に眠っている埋蔵文化財は、遥かな時の流れを経て、私たちに伝

えられる貴重な歴史的財産であり、祖先たちのメッセージなのです。私たちはそれら

を正しく理解し、文化財保護法の理念に基づき、保護・活用しながら、後世に伝えて

いかなければなりません。

埋蔵文化財にとって、現状のまま保存することが最善ではあるのですが、近年の大

規模な開発事業等によって現状保存することは、難しい場合が多くなってきており、

発掘調査を実施し、記録保存しているところです。このような現実の中で、埋蔵文化

財保護と各種開発事業との円滑な調整を図るには、遺跡の性格、所在地、範囲等を正

確に示し、周知する必要があることは言うまでもありません。

当教育委員会では、国庫補助金の交付を受けて、昭和52年度以来、遺跡の分布調査

を実施していますが、現在確認されている遺跡数は1万2千近くにも上ります。これ

らの遺跡を広く周知するとともに、開発事業との調整の中で行った発掘調査の記録や、

遺跡の範囲及び内容確認を目的とした試掘調査の記録を明らかにすることが必要であ

ると考え、平成元年度より報告書を作成しております。

本報告書は、平成15年度に実施した県内遺跡の発掘調査、試掘調査及び分布調査の

成果を主にまとめたものです。本報告書の活用により、文化財の保護に役立てば幸い

に存じます。

調査の実施と報告書の作成にあたり、御指導御協力をいただいた多くの方々に心よ

り感謝申し上げます。

平成17年3月

岩手県教育委員会

教育長 佐藤 勝



例

1 本書は、岩手県教育委員会が平成15年度に実施した県内遺跡発掘調査事業に係る調査結果の概要報告で

ある。なお、本事業は国庫補助金の交付を受けて実施したものである。

2 本事業は、岩手県教育委員会が主体となり、関係市町村教育委員会の協力を得て実施した。

3 遺跡位置図は国土地理院の1/25,000の地形図を原図に、原寸大を原則とし、遺構及びトレンチ配置図

は、各事業者より入手した地形図あるいは工事平面図を原図として掲載した。

4 発掘調査については、概略を記した。

5 試掘調査に係る遺跡の指定範囲についてはアミで示し、試掘トレンチは実線で示した。

6 本事業の調査、整理、報告書編集等は、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課の鎌田 勉文化財専門

員、藤村 毅文化財調査員、背 骨久文化財調査員、相原 伸裕文化財調査員、日下 和寿専門学芸員、

村上 拓文化財行政研究員が担当した。

7 本事業の記録及び出土品は、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課が保管している。



2 ふるさと農道緊急整備事業砂川地区(丹内I遺跡)

3 ほ場整備事業八重畑地区(宿館遺跡)

4 ほ場整備事業八重畑地区(関口商館遺跡)

5 ほ場整備事業八重畑地区(上野々遺跡)

6 ほ場整備事業町井地区(下屋敷遺跡)

7 中山間総合整備事業日野沢地区(出ル町Ⅱ遺跡)

8 ほ場整備事業満倉地区(兵法田遺跡)

9 緊急地方道路整備事業(上ノ山遺跡)

10 国営いさわ南部農地整備事業(二の台遺跡)

Ⅱ 試掘調査

1 一般国道4号水沢束バイパス改築工事(杉の堂遺跡)

2 -(1)一般国道46号盛岡西バイパス改築工事(熊堂B遺跡)

2 -(2)一般国道46号盛岡西バイパス改築工事(熊堂B遺跡)

3 一般国道46号盛岡西バイパス改築工事(台太郎遺跡)

4 一般国道4号花巻束バイパス改築工事(高木中館遺跡)

5 一般国道4号花巻束バイパス改築工事(長根工遺跡)

6 一関遊水地事業衣川左岸築堤工事(接待館遺跡)

7 一関遊水地事業衣川左岸築堤工事(押切遺跡)

8 一関遊水地事業衣川左岸築堤工事(六日市場遺跡)

9 農用地総合整備事業下閉伊北地域(寺野遺跡)

10 農用地総合整備事業下閉伊北地域(寺沢北遺跡)

11農用地総合整備事業下閉伊北地域(二升石遺跡)

12 農用地総合整備事業下閉伊北地域(二升石大根遺跡)

13 農用地総合整備事業下閉伊北地域(尼額上野遺跡)

14 主要地方道盛岡和賀線花巻市笹間地区(金栗I遺跡)

15 緊急地方道路整備事業(中島遺跡)

16 緊急地方道路整備事業(松山前遺跡)

17 緊急地方道路整備事業(沼袋遺跡)

18 ほ場整備事業西宮野呂地区(先屋遺跡)

19 ほ場整備事業八重畑地区(大西遺跡)

20 ほ場整備事業八重畑地区(関口遺跡)

21ほ場整備事業八重畑地区(荒野遺跡)

22 ほ状整備事業八重畑地区(中村遺跡)

23 中山間地域総合整備事業町井地区(畑中遺跡)
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24 ほ場整備事業江釣子第一地区(新平・新平屋敷遺跡)

25 ほ場整備事業二子地区(中島遺跡)

26 ほ場整備事業更木新田地区(山口遺跡)

27 ほ場整備事業更木新田地区(市の川I遺跡)

28 ほ場整備事業更木新田地区(小川屋敷遺跡)

29 ほ場整備事業更木新田地区(小川屋敷遺跡隣接地)

30 ほ場整備事業更木新田地区(駒板遺跡)

31農用地総合整備事業(上和野遺跡)

32 ほ場整備事業白山地区(内屋敷遺跡)

33 ほ場整備事業白山地区(川前遺跡)

34 ほ場整備事業白山地区(道上遺跡)

35 ほ場整備事業増沢東部地区(金打遺跡)

36 ほ場整備事業増沢東部地区(新地野道下遺跡)

37 ほ場整備事業増沢東部地区(岩谷堂柳沢Ⅱ遺跡)

38 広域農道整備事業東磐井地区(大登I遺跡)

39 中山間地域総合整備事業日頃市西地区(舟野遺跡)

40 中山間地域総合整備事業日頃市西地区(平山遺跡)

41中山間地域総合整備事業日頃市西地区(中宿遺跡)

42 ほ場整備事業土渕地区(下似田貝遺跡隣接地)

43 中山間地域総合整備事業湯屋地区(駒場沢遺跡)

44 ほ場整備事業大月帽地区(中田遺跡)

45 農免農道整備事業観音林地区(上野場3遺跡)

46 一般農道整備事業太田2期地区(サイカツ平Ⅷ遺跡)

47 緊急地方道B (雪寒)整備事業(大道口遺跡)

48 試掘調査出土遺物図版

49 分布調査一覧

50 試掘調査一覧

Ⅲ 写真図版
119



I 発掘調査





1 地域振興支援道路ネットワーク整備事業関連調査

清田台遺跡(NF91鵜1291)

所在地;東磐井郡千厩町清田字台

事業者;千厩地方振興局農林部農村整備室

調査期日;平成15年3月3日へ3月7日(5日間)

平成15年4月3日へ4月15日(9日間)

遺跡は千厩町のほぼ中央部、 JR大船渡線千厩駅の北東

約1,3kmに位置し、千厩川支流の金田川左岸、緩やかに北

に下る標高110へ120mの尾根上に立地する。

平成Il年度一13年度に実施された財団法人岩手県文化

振興事業団埋蔵文化財センターの調査では、多量の遺物

とともに竪穴住居跡をはじめとする多数の遺構が密集・

重複した状況で確認され、本遺跡が縄文時代中期を中心

とする大規模な集落であったことが判明している((醐岩
第1図 清田台遺跡位置図

手県文化振興事業団埋蔵文化財センター2003 帽田台遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文

化財調査報告書第412集) 。

今回発掘調査を行ったのは、遺跡中央を東西に横断する国道284号の路肩に敷設された、用排水路の改修

工事範囲(全長約55m ・幅約1.4m)である。極めて狭長な調査区であることから、便宜上3分割し、西から

順にAへC区として扱った。着手後、調査区の北側半分(国道側)は道路基礎によって既に破壊されている

ことが判明したため調査可能な幅はさらに60c皿前後にまで減じ、加えて、調査区両端に連続する現水路から

雨水や生活排水が流入して検出面が度々水没するなど、悪条件下での調査となった。このため平面での遺構

検出はほぼ不可能となり、遺構の存否確認は調査区南壁の断面観察に頼らざるを得ない状況となった。

検出された遺構の内訳は、竪穴住居跡12棟、土坑2基、炉跡2基、柱穴状小土坑33基である。第3 ・ 4 ・

6図にはそれぞれA-C区の平面図及び対応する南面土層断面図を示した。なお、平面図は最終確認面であ

る地山上面に痕跡の残存する遺構のみを図示したものとなっている。

第2図 清田台遺跡調査区位置図
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A区(第3図)では1へ6号住居跡及び1号土抗が互いに重複した状態で検出された。住居跡はいずれも

ほぼ平坦な床面とやや外傾する壁面を有することが断面から把握されるが、全体の形状は不明である。この

うち3号住居跡の西壁直下には、周溝の〇〇〇部と思われる小満状の掘り込み(pp2)が南北に延び、その東隣

に9基の柱穴状小土坑がまとまって分布している。 3号住居跡からは大木10式相当の土器が出土しているこ

とから、本住居跡及びこれを切る1 ・ 2号住居跡は縄文時代中期末葉以降のものと考えられる。

B区(第4図)は中央部に湧水豊富な沢跡があり、その西側で7-9号住居跡が確認された。 8号住居跡

は西壁のやや内側に南北方面に連続するわずかな段を持ち、付近に中土坑の集中が認められる。 3号住居跡

(A区)と同様、周溝・柱穴等、住居跡付属の痕跡と思われる。 9号住居跡の床面は沢跡に向かって僅かに

傾斜しているが、ほぼ中央付近で径30cm前後の楕円形の焼土が検出された。地山層が露出した面に生成した

ものであることから、人為的な振り込みの底面における燃焼痕跡であることは明らかであり、 9号住居跡に

伴う炉跡と判断される(1号炉跡)。 9号住居跡及び1号炉跡からは大木8 b式相当の土器が出土している

ことから、本住居跡の帰属時期は中期後薬以降と判断される。したがって、層位的に9号住居跡より上位の

7 ・ 8号住居跡はこれよりさらに新期のものと考えられる。ところで、これらの住居跡が分布するB区西端

一沢跡の範囲は土器片等の遺物を多く含む厚い整地層に被覆されている。より高位にあたるA区側が地山上

面付近まで削平を受けていることをみれば この堆積層が、沢跡側の低位部を埋め立て、より平坦な面を構

築しようとする意図に基づいたものであることが理解されよう。整地層の形成過程において複数の生活面が

存在した可能性は高く、底面が地山上面に到達しない遺構が重複して構築されていたとすれば一部の遺構

を認識できすに終わった可能性があることは否めない。また、検出された住居跡についても、床面直上層の

みを辛うじて埴土として識別・分離したが、その上位を覆う整地層の一部が住居跡の埋め立てを意識した人

為的埋土であった可能性は高いものと思われる。

C区(第6図)では10へ12号住居跡・ 2号炉跡・ 2号土坑が検出された。 10号住居跡は底面に小ピットを

伴う周溝状の小海を西壁下に持ち、東側の床面上には大木8 b式相当の土器破片集積箇所が認められる。埋

土上部からは大木9式土器破片も出土した。よって本住居跡は縄文時代中期後葉に属するものと判断される。

Il号住居跡では西壁及び東壁直下に互いに向かい合った弧状の周溝が検出されており、平面形は楕円形を呈

するものと推測される。床面中央には径20cm前後の礫を円一楕円形に配した石囲炉(2号炉跡)が設けられ、

東壁側の床面には土坑状の掘り込みを持っている。最も東端部で検出された12号住居跡では、埋土から中期

初頭一前葉の土器が出土した。炉跡・その他の付属施設は確認されなかった。

今回の調査で出土した遺物の総量は、縄文土器が大コンテナ13箱、石器類が大コンテナ1箱である。出土

土器の大半は縄文時代中期に属するものであり、埋蔵文化財センターの調査による集落の主体時期と合致し

ている○住居跡に帰属させうる土器としては中期後葉以降のものが主体となっているが、これらと混在、あ

るいは遺構外遺物として一定量の中期初頭一中葉土器片が出土していることは周辺における該期遺構群の所

在を示唆している。各区出土の土器については、それぞれの避構図に後続させて掲載した。ただし遺構の識

別が困難だったため帰属遺構を特定できた資料はわずかであり、紙数も限られていたことから、掲載資料が

全体のごく一部となったことをお断りしておきたい。このほか、土製品として土偶・土製円盤、石器が尖頭

器・石鍛・石匙・掻削器・石斧・磨石、石製品としては映状耳館が出土しており、第9図に示した。

以上のように、精査可能な範囲は極めて限定されていたにもかかわらず、今回の調査では竪穴住居跡等の

遺構と縄文時代中期を中心とする遺物が高い密度で検出された。本遺跡については、埋蔵文化財センターの

調査により国道284号・ JR大船渡線を挟んで南北に広がりを持つ遺構分布が把握されていたが、センター調

査による「南側調査区」の北東部に隣接する今次調査区側にも分布範囲が広がっていることが確認された。
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第7図 清田台遺跡C区 土器(2)
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第8図 清田台遺跡C区 土器(3)
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清田台遺跡掲載遺物一覧
土 器

揺掌 1く、 山上地点・逆鱗名 層 位 等 器∴∴郁 

1 A 3サイ母子跡 持上 = 

2 A 3書手住居・跡 母上 頴 

3 \ 3片時居跡 捕上 胴 

4 A 4耕軌手跡 母上 = 

5 A 4号住居跡 地上 胴 

6 A 5号住居跡 持上 = 

7 A 5与住居跡 地上 = 

8 A A広東端部 樅乱層 = 

9 B 7号仕川里弥 地上 底 

10 B 7糾問i跡付近 10層よく)も下位 = 

11 B 7号住居跡付近 10層よりも下位 = 

12 B 7出陣手跡付近 10層よりもl当時 = 

13 B 8耕陣手跡 持上 = 

14 B 8耕軌手動、付近 14・20柄 = 

15 B 8号住居跡付近 14・20層 胴 

16 B 8号住居跡付近 14・20層 胴 

17 B 8与圧居跡付近 14栖 = 

18 B 8星住居跡付近 14層 顧 

19 B 8・9耕軌手跡付近 5層よく)も下位 = 

20 B 8・9号住居跡付近 5層よく)も下位 = 

21 B 8・9明朝湖、付近 5桐よりも下位 = 

22 B 8・9号住居跡付近 14層以下 胴 

23 B 8・9引l証手跡付近 14層以下 = 

24 B 8・9引出眉跡付近 14層以下 = 

25 B 9子宮軌手跡 持上 =へI衣 

26 B 9ナナ伸古跡 壇上 = 

27 B 9臆引用問跡 持上 = 

28 B 9号住居跡 持上 = 

29 B 1号炉跡 既成面画工 = 

30 B 1号か跡 構成両所l = 

31 B 1号か跡 既成面直上 II 

32 B 1号か跡 既成i面i= 胴一成: 

33 B BI∠年l)央部 2層 = 

34 B B医中央部 5へ7層 = 

35 B B暗中)央部 5へ7層 = 

36 C 10与住居・跡 理工 = 

37 C 10引出出勤 雄上 胴 

38 C 10L川舟r鋤こ 母上下部 胴 

39 C 10ナナ住居跡 持上 胴 

40 C IO与住居跡上勝集中部 理上下部 =へ胴 

音= C 10号仕居跡上器集中部 地上下部 朝一胴 

42 C 10書出聞出弥上器集中部 持上下部 胴一成 

43 C 10片住居跡士器集中部 壇上下部 =-底 

44 C 10糾問晶鉢上器集iI朝; 壇上下部 = 

45 C 10手口軌手跡上器集中部 持上下部 = 

46 C 10耕l冊跡土器集中部 持上下部 胴 

47 C 10号住居跡上器集中部 栂上下部 = 

器豊 i言、 用土地点・避碑名 層位等 器∴∴種 

48 C 10間柄手跡土器1鮎Ii部 耕土下部 日 

49 C 10号住居跡雄大 根上 口 

50 C 11与住居跡 地上 上i 

51 C 11号住居跡 斑士 胴 

52 C l上12号住居跡付近 2-6屑 上i 

53 C 1上12臆号住居・跡付近 2へ6層 = 

54 C 1上12号住居跡付近 2-6層 口 

55 C 1上12号住居跡付近 2-6層 「i一鵬 

56 C 11・12与件左iト跡付近 2-6層 胴 

57 C 11・12号住居跡付近 2へ6桐 胴 

58 C 11・12与住居跡付近 2へ6層 i「-胴 

59 C 12引航手跡 埋士 Liへ胴 

60 C 12与住居跡 壇上 ロー胴 

61 C 12与住居跡 斑士 口 

62 C 12即時手跡 捕土 ロー胴 

63 C 12号住居跡 地上 口 

64 C 12号住居跡 根上 胴 

65 C 2号上端 親王 「i一成 

66 C C区西部 部位不明 仁I 

67 C Cl刈西部 層位不明 胴 

68 C C区西部 層位不明 上I-頴 

掲載 掃:号 
圧 帖上地点・遺構名 植付∵葦 器∴∴榔 

101 B Bix中央部 5-7層 士偶 

102 B B区l中央部 5へ7層 土偶 

103 B 8与住居跡付近 獲4・20層 土製円盤 

104 B B医 一握 層位不明 土製円盤 

105 B Biメ二・揺 層位不明 土製円盤 

106 C 10明朝手跡 親上 土製印綬 

107 B B凶 一揺 層位不明 土製円盤 

石器・石製品

掲載 掃,」・ 
Iメ 用土地点・避柵名 層 位等 器∴∴種 

201 B 7L川中子勤、付近 10層よりも下位 尖顧器 

202 B BiメロI矢部 5-7層 有餓(蕪墨凹基) 

203 B 8号仕出勤、 理工 在鍛(寝巻囲碁) 

204 調査区・拓 石餓(無輩凹塞) 

205 B 8号住居跡 鳩十 石鍛(蕪輩凹基) 

206 B 7ブナ住居跡付近 10桐よりもl当位 石鍛(無蓋凹基) 

20了 B BI在中央部 5楢以下 石餓(無輩出基) 

208 B 9与住居跡 理工 石鎚(無韮凹基) 

209 C =・12号住居跡付近 2-6屑 異形石器 

2獲0 B B区中央部 2層 削磁器 

211 B 8与住居跡 理工 石匙 

212 B 1」的騎付近 臨製石斧(石壁瑞江) 

213 C 10出陣手跡桂穴 理工 鵬搬器 

214 B 8・9与圧居跡付近 5層より下位 瑛状耳飾 
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2 ふるさと農道緊急整備事業砂川地区

丹内I遺跡(J F66-1368)

所在地;九戸郡山形村小国地内

事業者;久慈地方振興局農政部農村整備室

調査期日;平成15年10月20日(月)一24日(金)

遺跡は山形村南部の小国第4地割に所在し、山形村役

場から南東へ約8k皿の位置に所在する。現況は主として

畑地となっている。

岩手県立博物館により平成3年へ6年まで4ヶ年に亘

って発掘調査が実施されている。調査の結果、弥生時代

の住居跡2棟、土坑6基、縄文時代の陥し穴1基、時期

不明の土坑4基、弥生土器、縄文土器、石器、近世陶磁
第10図 丹内I遺跡位置図

器が発掘さされた。

農道拡幅のため、平成14年11月26日に試掘調査(第4次調査)を実施した結果、県立博物館実施の調査区

と重複することが判明し、発掘調査が必要であることが判明した。

今回は県立博物館調査時のグリッドは用いず、事業区域内322皿での発掘調査(第5次調査)を実施した。

基本層序は県立博物館調査時と同様であった。

その結果、県立博物館が発掘を行った陥し穴1基、土坑6基(5号へ10号土坑)を確認できた。しかし1

号へ4号土坑は確認できなかった。県立博物館の調査区外から新たに土坑4基、焼土が発見された。いずれ

も遺物の出土がなく、時代決定に決め手を欠いている。陥し穴1基は、県立博物館の調査では、約半分のみ

発掘調査されていたので、残り部分を発掘した。なお、遺構番号は県立博物館調査時のものから連番とした。

土抗は1 m程の規模を中心としたもので、以前の発掘調査時に発見された土抗とほぼ同じレベルに位置し、

現況の等高線に沿う配置となっている。 11号土坑のみが、離れているが、 12へ14号土境はまとまっている。

土坑の大きさに規則性はなく、底面が平らになるものはなく、傾斜があり、壁の立ち上がりも、一定の傾向

がみられなかった。焼土は第Ⅲ層上面で確認されたものである。直径は25-30c皿で、深さは4e皿であった。

付近から近世陶磁器が出土したので、近世に属する可能性が高い。陥し穴は遺構の東端が既設水道管の埋設

によって調査ができなかった。埋土の深さは2mを越えていた。

遺物は第2層もしくは第3層から弥生時代後期の土器、 10号土境の再堆積埋土から近世陶磁器が2点出土

した。弥生土器は附加条、撚糸文が施文されるもので内面はいずれもナデ調整されている。 2の土器は、外

面に黒色物質が付着していた。今回の調査では弥生土器71.79g,陶磁器6.27g,鉄製品l.96gが出土した。

諸般の事情から、発掘調査未了区は次年度に行うこととなった。 (平成16年度本発掘調査予定)
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第11図 丹内I遺跡調査区位置図
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二

十しこ379.800m 」

6

11号土塊

1 :7.5YR2/l黒色土、しまりなし、

粘性なし。
2 :7.5YR2/2黒褐色土、しまりなし、

粘性なし。
7,5YR4/4褐色の地山ブロック

(2へ3cm大)を僅かに含む。

3 :7.5YR2/3極暗褐色土、しまりあり、

粘性あり。

4 :7.5YR3/2黒褐色土、しまりあり、

粘性あり、地山崩落土。
5 :7.5YR3/2黒褐色土、しまりあり、

粘性あり、 4届よりやや黒みかかって
いる、地山風藩士。

6 : 7.5YR2/3極暗褐色土、しまりあり、

粘性ややあり。
7 : 7.5YR4/4褐色土、地山崩壊ブロック。

8 :7.5YR2/2黒褐色土、しまりなし、

粘性ややあり。

園同園
B B’
上 し二380・00m 「

4

12号土坑

1 :7.5YR2/1黒色土、しまりややあり、粘性なし、

木板多く入る。
2 :7.5YR2/2黒褐色土、しまりなし、粘性なし、

7.5YR4/3褐色の地山崩落土(5mm大)を含む、

木板多い。
3 :7.5YR2/3極暗褐色土、しまりなし、粘性なし

2燭よりも地山崩落土を多く含む。
4 :7.5YR2/2黒褐色土、しまりなし、粘性なし。

5 : 10YR2/2黒褐色土、しまりあり、粘性なし、

1層の土が混じる。
6 :10YR2/2黒褐色土、しまりあり、粘性あり。

ぎ(竃も官
し=380.625m

5 7

14号土坑

l :7.5YR2/1黒色土、しまりややあり、粘性なし、木板多い。

2 : 7.5YR2/2黒褐色土、しまりややあり、粘性ややあり。

7.5YR4/3褐色の地山ブロック(3-5cm大)を多く含む。

3 :7.5YR2/3極暗褐色土、地山風壌土を多く含む、しまりややあり、

粘性なし。
4 : 7.5YR2/3極暗褐色土、しまりなし。粘性ややあり、地山崩壊土を含む。

5 :7.5YR2/2黒褐色土、しまりややあり、粘性なし、地山崩落ブロック

(8cm大)を僅かに含む。
6 :7.5YR3/2黒褐色土、しまりあり、粘性なし、地山朗捲土を多く含む。

7 :7.5YR4/3褐色土、しまりあり、地山ブロック。

号⑥ F’

F F’

干す
2虹10YR5/4圃灘、シルト’
焼土とⅡ、 Ⅲ屈が混じる。

l号焼土

陥し穴

篇12図 丹内I遺跡遺構図
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C C’
」しこ380.00m 「

∴●●
13号土坑

1 :7.5YR2/1膿色土、しまりなし、

粘性なし。
7.5YR4/4褐色の地山ブロック

(5cm大)を傭かに含む。

2 :7.5YR3/2黒褐色土、しまりあり、

粘性なし、地申開壊ブロックを含む。
3 :7.5YR3/4暗褐色土、しまりあり、

粘性なし。
47.5YR3/2黒褐色士、しまりなし、

粘性なし。

E E’
上 し=379.00m 「

1 :10YRl.7/1黒色シルト、しまり、

粘性弱。製本同位、郷8層が比較的多く
混じる。

2 : 10YR2/2黒褐色シルト

基本風位舞、 8屑に類
3 : 10YR3/3暗褐色、砂質

粘性弱、埋土2屑
姓本属他郷9屑が

4 : 10YR4/4褐色 砂

粘性弱、壇上2厄
前色味がやや強い

頼
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類
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5 :10YR5/6蕪褐色、砂質シルト、しまり、

粘性弱、悲木幡位第9燭に類似、
朋溜土。

6 :10YR3/1黒褐色シルト、しまり、

粘性弱、艶色ブロックが若干混じる。
7 : 10YR4/3にぷい貨樹色シルト、

張本層伸筋8燭に類似する、
娘木屑位第9属も混じる。

韮本属位舞8燭: 10YR3/3暗枠)色シルトしまり、

粘性弱、黒褐色土が比較的多く
混じる。

ク 9層:獲0YR5/6戯褐色粘土貨シルト、
しまり、粘性強、ローム層。

0 1:80 2m

雪星雪∃星菖



郡部㊥ ⊂型○
O l :3 10cm

竃 臆臆 i i

第13図 丹内I遺跡出土遺物
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3 経営体育成基盤整備事業八重畑地区

宿館遺跡(MF17-0111)

所在地;稗貫郡石鳥谷町八重畑地内

事業者;花巻地方振興局農林部農村整備室

調査期日;平成15年4月17ロー25日(7日間)

遺跡は、 JR東日本東北本線花巻空港駅の東南東約

4.5kmに位置し、北上川左岸の低位段丘縁辺部に立地し

ている。現況は畑地、水田、宅地等になっている。

今回、パイプラインを設置する箇所について埋蔵文化

財の発掘調査を実施した。

発掘調査区は2箇所あり、西側をA地区、東側をB地

区とした。 A地区の調査区南側は、既に水道管が埋設さ

れており、掘り下げは行わなかった。

A地区では堀2条、溝1条が3層上面で検出された。

::子 音●●● ′l・・詳 \e,音 

÷ 大 義轢 
\、幹 

\了ノミ ∴-ノ∵ ∴∴ し.’紫 

>ヽ. 卜、漆・・ミ ∴二∵.∴÷ 
守-/I 

左 堰

′l上 
→\ 一‾‾“▲`二二二二二二i’ゝ一 蚤÷ 

∴∵」.: 
●

∴l\ヘ音 

i ゝ..iヾ 
i

ヽ.、、 

・/臆
臆臆 

■i⊂二 l 」. 

△?9?

麟 

第14図 宿舘遺跡位置図

1号堀は南北方向で、幅2.8m、長さ3m以上、深さ

1.3mである。上部は削平を受け、堆積土は人為的に埋められている。 1号堀は1号溝を切っている。 2号堀

は堀の肩の一部を検出しただけである。南北方向を向いており、長さ3m以上、幅3m以上、深さ約1mで

調査区南側の空堀跡と方向が一致していた。上部と東側には撹乱が入っている。堀埋土は、未腐食木、還元

されていない砂礫土層であった。堀壇上を覆った層には、ごく最近のものと思われる炭、陶磁器破片、瓦片、

ガラス片が含まれていた。西側は湧水と壁土の崩落の可能性があり、作業安全確保の理由から調査は行わな

かった。 1号溝は一部に撹乱が入るが、長さ14m以上、幅1.3m、深さ0.7m程で、東西方向である。一部は

1号堀に切られており、 1号堀より古い。土師器細片が埋土上部に含まれていた。 B地区では、溝1条、土

坑1基が発見された。溝は長さ15m以上、幅1mで、深さ0.4mである。ほぼ南北を向いている。断面形は台

形状であるが一部では、段が付いている。土坑は長軸l.6m以上、短軸1.2m、深さ1.3mである。

∴ 〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇 ∴
第15図 宿館遺跡調査区位置図
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第16図 宿館遺跡発掘調査区位置図
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早 し= 81.600m 早

‾∴〇〇〇〇〇〇〇
1号溝断面図

㌔ し= 8l.600m

1号溝断面図

1 : 10YR2/2恐褐色シルト、茶黄褐色ブロックが

2屑より多く混じる。しまり中、粘性弱。
2 :10YR3/1黒褐色シルト、黄褐色ブロック・粒子を

比較的多く含む。しまり中、粘性弱。
3 :10YR2/1黒色シルト、茶褐色ブロックを多く含む。

しまり中、粘性中。

早i

l :10YR4/2灰黄褐色シルト、しまり中、

粘性中。円礫を多端に含む。
溝を切っている。

2 :10YR3/1黒褐色シルト、しまり中、

粘性中。
費褐色ブロックを含む。
3層より明るい。

3 : 10YR3/1黒褐色シルト、

菰褐色ブロック・粒子を比較的多く含む。
しまり中、粘性弱。

1 :道路敷、アスファルト、砂利。
2 :カクラン、 5Y4/1灰色粘土、しまり、

粘性強、酸化鉄小ブロックを多く含む。
1号堀断面図

3 :カクラン、 10YR4/1褐灰色シルト、

しまり中、粘性強。
4 :カクラン、 10YR4/1褐灰色粘土、しまり弱、

粘性強、 10YR6/4にぷい費橙色の粒子を

多く含む。
5 :カクラン、 10YR3/1黒褐色シルト、しまり、

粘性中。艶色/トブロックを含む。
6 :10YR5/3にぷい艶褐色砂質シルト、しまり弱、

粘性弱、灰費褐色ブロックを比較的多く含む。
7 : 10YR3/1黒褐色と10YR5/3にぷい黄褐色の泥土、

シルト、しまり中、粘性中。
8 :10YR3/1黒褐色シルト、しまり、粘性弱、

灰艶褐色ブロックを多く含む。
9 : 11屑と同じ、 11層より若干黒味を帯びている。

10: 5Y7/3浅費色粘土、しまり、粘性強。

地山由来の土。
11 : 10YR4/2灰黄褐色粘性シルト、しまり、粘性強、

灰災褐色極小ブロックを多く含む。
12:2.5Y6/3にぷい黄色砂質シルト、しまり弱、

粘性中、地山の一部、地山はこの周下で粘土となる

し二81.200m

1 :カクラン、 10YR4/1褐灰色、粘性シルト、

しまり中、粘性中、上部に炭化物
(現代の陶磁器含む)層あり、厚さ5へ10cm
ほど、礫も含む。

2 : 3屑とほぼ同じだが、若干灰色味が強い。

植栽痕堰領土と考えられる。
3 : 10YR3/2黒褐色シルト、しまり中、粘性中、

地山ブロック(輩色、褐色)を多証に含む。
植栽痕と考えられれる。

4 : 10YG2/1緑黒色砂質シルト、礫が比較的多い、

生木も多く含まれる、下部は湧水。
5 :10YR4/2灰黄褐色シルト、しまり、粘性中、

地山艶色小ブロックが少品混じる。 6屑との
屈理面に酸化鉄の集梯あり。

6 :2.5Y7/4浅淡色粘土、粘性、しまり強、地山、

酸化鉄混じる。

第17図 宿舘遺跡・ A地区発掘調査区
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1 : 10YR2/2黒褐色シルト

2 : 10YR4/4褐色シルト、 10YR3/3黒褐色土を

ブロック状に含む。
3 : 10YR3/2黒褐色シルト、 10YR6/6明黄褐色土

を小ブロック状に含む。

B地区

発掘調査区平面図

B B-

」七三ブ
1 : 10YR2/2黒褐色土、シルト、

10YR6/6明黄褐色粘土質シルトを

ブロック状に5%前後含む。

曽輸ト

重畳i重畳葛

’{ ’、 、烹’翼発音漢
/

圏圏圃
島星三三も6

O l :3 10cm

i∴∴∴ i ∴∴∴ 「

第18図 宿館遺跡・ B地区発掘調査区、出土遺物

番号 畑土位牌 概 則 外面の特徴 内面の特徴 備考 

1 試掘トレンチ12 紺!文士器I氏都庁 糾!文(しR)、荒いミガキ 
ナチ、底面を除き黒色物質 付斯 

底面は網代狼、後期 

2 ノン 糾l文土器口綾部片 
糾!文(原体不明)・→平行洗練文、 黒色物質付新 

ミカ’キ 後期、深鉢 

3 紬!文士器体郎破片 丁重なミガキ、沈線文 ナテ’、 ミカーキ 後期、五三か池口 
4 ノン 紺!文士器体郎破片 縄文(しR)一区同文、ミガキ ミカ「キ 後期、深鉢 

5 A区南側表採 創文土器口綾部破片 
糾!文(しR)一系形文、ミガキ、 突起、口唇部に刻国 

ミガキ、突起に沿う沈線文 晩期、鉢 

6 A地区1号灘碓根上 紬i文土器脚部 縄文(しR)-→平行沈,敏文、ナチ ナテ’ 晩期、台付鉢 
7 B地区1号灘堆積土 摺り石 片面に摺り師がある、亜放400g 

ー20-



4 経営体育成基盤整備事業 八重畑地区

関口商館遺跡(MEO6-1359)

所在地;稗貫郡石鳥谷町関口地内

事業者;花巻地方振興局農林部農村整備室

調査期日;平成15年11月13日

遺跡は、 JR東日本鉄道株式会社東北本線花巻空港駅よ

り束約2.3k皿に位置し、北上川右岸の低位段丘上に立地す

る。現況は水田、畑地となっており、標高約82m前後を

測る。本遺跡は中世城館として周知されている。現在の

石鳥谷周辺は、室町時代には稗貫氏に支配されていた。

稗貫氏は十八ケ城に居城し、稗貫郡主を名乗っている。

この頃、稗貫郡は稗貫五十三郷と称され、各地に一族や

家臣を配して支城を築かせていた。石鳥谷町には、新堀
第19図 関口商館遺跡位置図

氏、八重畑氏、関口氏、小森林氏、瀬川氏などが移住している。本遺跡は、この関口氏の居城と考えられて

いる。昨年度の試掘調査では遺構及び遺物は発見されなかったが、 11月の試掘調査では、 TlO北東端から12

mの地点で陥し穴状遺構を基本層序の第Ⅱ層直下で確認した。他に陥し穴状遺構がないか周囲にトレンチを

広げたが確認できなかった。他の陥し穴状遺構はおそらく事業対象区外にあると推測した。今回は、 11月の

調査で確認された陥し穴状遺構が調査対象である。

精査の結果、陥し穴状遺構の平面形は、東西に帯状になっており、長軸336cm、短軸45cm、深さは56cmの

規模を持ち、底面は狭く15c皿前後であった○断面形は縦長のTの字形で、遺構の西端は、上場よりも15cmえ

ぐられる形で外側に広がっていた。埋土は、主に黒色土であり、所々に黄褐色、褐色土、暗褐色土がブロッ

ク状に混じっていた。埋土上層ではしまりがあったが、下層はしまりがあまりなかった。さらに下層では河

原の礫が多く現れたため、洪水が原因の埋土ではないかと思い、掘り進めたが、下層の縦横に砂礫層が広が

った(掘りすぎ)。このことから、この陥し穴はこの砂礫層の上面まで掘り込み造られたことが分かった。

第20図 関口南緯遺跡調査区位置図
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今回の調査では、中世城館に関係する遺構および遺物を確認することはできなかった。陥し穴状遺構の埋

土からは遺物は確認できなかったが、形状から縄文時代のものと考えられる。今回の調査では、陥し穴状遺

構は一基のみの確認であったが、調査区外に数基存在する可能性も考えられる。縄文時代この付近は狩場で

あったと考えられる。周辺に集落があった可能性もある。
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しまりあり 粘性なし

しまりややあり 粘性なし

しまりややあり 粘性なし

しまりややあり 粘性ややあり

B’

へ、 」、__}。

A A’
ト し=82.500m 」

l:40 2m

5 10YR3/4 略紺色土 しまりあり 粘性なし
6 10YR2/1煤色土 しまりややあり 粘性ややあり
7 10YR5/6 斌褐色土 しまりなし 粘性なし

第21図 関口商館遺跡遭構図
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5 ほ場整備事業八重畑地区関連調査

上野々遺跡(しE97-2160)

所在地;稗貫郡石鳥谷町字新堀地内

事業者;花巻地方振興局花巻農村整備事務所

調査期日;平成15年3月10日へ13日

遺跡は、東日本旅客鉄道株式会社東北本線石鳥谷駅の

南東方向約3.5km、西流する稗貫川によって形成された

低位段丘上に立地している。遺跡の標高は、 88.5へ90m

ほどで、現況は、水田・畑地・道路・宅地となっている。

今回の調査は、ほ場整備事業に伴うもので、平成13年

度に実施した試掘調査で検出された平安時代の竪穴住居

跡1棟、陥し穴状遺構(平成14年7月調査)の発掘調査

結果も併せて報告することとする。 1号住居跡は一辺が

4.5-5mの規模で、付属施設として東壁にカマド1基、
第22図 上野々遺跡位置図

カマド北側と南壁中央部付近に貯蔵穴と思われる土抗が2基確認された。柱穴は、主柱穴となるべき位置に

は検出できなかった。柱穴状であるppl ・ 2の性格は不明である。

カマドは天井部が押しつぶされた状況で検出され、袖部は不明瞭であった。煙道は掘り込み式で、煙出部

は煙道からいったん下がった後に、さらに東側にくり貫かれていたが、この理由については判断できなかっ

た。なお、この竪穴住居は、床面及び貼床の状況から、建て替え拡張されたものであることが判明した。カ

第23図 上野々遺跡調査区位置図・遺構図
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マドの位置は、建て替え前と建て替え後もそのままに、住居を北と西側に拡張された様相であった。古い住

居には、貼床された範囲から考えて、ピット1が伴うものと思われた。

住居跡より新しい土坑3基については、 2号土抗がその形状から墓であった可能性があり、 3号土坑は、

焼土を伴うものであった。

遺物については、小コンテナ約1箱分出土し、カマド周辺から土師器の聾の口綾部片が出土した。時期に

ついては、平安時代のものと判断した。

農道設置予定箇所で検出された陥し穴状遺構については、平成14年7月に発掘調査を実施し本稿で併せて

報告するものである。この陥し穴状遺構は、溝状のプランを示し、長さ2m以上、幅50c皿、深さ50c皿であっ

た。周囲には他の遺構及び遺物は確認できなかった。

陥し穴状遺構

O l :400 10m

///

晴
間
岳 圏

陥し穴状遺構

1 : 10YR3/2黒褐色シルト、しまりややあり、粘性ややあり。

袖色土粒のブロックをまばらに含む。
2 :10YR3/3暗褐色、しまりなし、粘性あり。

褐色土粒を全体に含む。

3 :10YR2/3黒褐色、粘土質シルト、しまりややあり、粘性あり。

披下層部に褐色土粕をまばらに含む。

4 :10YR4/6褐色、粘土質シルト、しまりややあり、粘性あり。

地中崩壊ブロック。

0 1:40 1m

第24図 上野々遺跡遺構図1
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1号住居跡
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①
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oCi

1 10YR2/2 黒褐色シルト しまり弱、粘性あり。
2 10YR2/1黒色シルト しまりあり、粘性ある。
3 10YR2/2 暗褐色シルト しまりあり、粘性あり。
少龍の炭化物を含む。

4 2.5YR3/2 暗赤褐色 焼士 5YR5/6脂赤褐色焼士粒を含む。
5 10YR5/4 にぷい費褐色 粘土質シルト しまりあり、
粘性あり。

6 10YR2/3 黒褐色シルト しまりあり、粘性あり。
7 10YR3(/2 暗褐色シルト

10YR5./4(にぷい黄褐色)の地山聞落土を含む。

8 2.5YR4/6 赤褐色 焼土をブロックで含む。
9 10YR2′/l 黒褐色シルト 粘性あり、しまりあり。土光の埋士
10 古い住居の床面

2号土坑

1:60 3m

1号住居煙道郵断面
1 10YR5/3 にぷい質褐色。灰泥土。しまり・粘性中。
径1emの橙色粒子を含む。

2 5YR4/1褐灰。シルト。しまり・粘偽中。 1屑より黒みかかっている。
3 5YR4/1褐灰。シルト。しまり・粘性中。 2屑と類似。
4 2,5YR4/4 にぷい赤褐色 主体は焼土。黒色シルトが若干混じる。
黄色シルトが混じる。頚褐色粘土ブロックが若干混じる。
しまり、粘性中。

5 10YR2/3 黒禍。シルト。しまり弱・粘性中。 3より悪鬼架かっている。
6 10YR5/3 黒禍。シルト。しまり弱・粘性中。
7 10YR5/3 熱禍。シルト。しまり・粘性強。
8 10YR3/2 熊禍。シルト。しまり・粘性中。赤色、艶色土との混合土。
9 2.5YR4/6 赤鯖。燐土。粘性・しまり赦。
10 10YR2/3 黒補。シルト。粘性・しまり強。脱土粒若干混じる。
11 10YR4/3 にぷい菰砲。粘土。粘性・しまり強。
椀土ブロックが若干混じる。

12 7.5YR5/3 にぷい禍。シルト。粕性・しまり弱。
費色粘土が主体。

13 2.5YR4/6 赤禍。焼土。しまり手中粘性弱。 9より黒みかかっている○

14 5YR2/3 黒格。しまり・粘性弱。シルト。燐土が主体。
4より黒みかかっている。

15 10YR3/2 黒袖。しまり・粘性弱。シ)レト。塊土、炎色粒若干含む。
16 10YR5/4 にぷい費鶴。シルト。しまり・粘性弱。主体は黄色ブロック
17 7.5YR4/3 補。シルト。焼士ブロックを比較的多く含む。

しまり中・粘性弱。
18 10YR4/6 赤色。焼
19 10YR4/2 灰炎濁、
20 2,5YR4/3 l

しまり申 粘
21 10YR3/2 黒

ぶ↓

性中
衛。

赤

他山黄色ブロック・
22 10YR2/3 思濁。シ

耕
土
諾
持
帰

ヒ
物
が
多
い
。

しまり中・粘性弱。褐色土を含む。
ル
ト
。
し
ま
り
中
・
粘
性
弱

シルト。焼土と洪補色土の混じり。

しまり中・粘性弱。
を含む。
粘性、しまり中。地山艶色ブロックを含む。

23 10YR2/2 思褐。シルト。しまり・粘性弱。
地Il憤色ブロック・粒子を含む。

24 10YR4/1褐灰。シルト。しまり中・粘性弱。

地中黄色ブロック・粒子を含む。
25 10YR5/6 明黄褐。粘土。しまり・粘性強。

篇25図 上野々遺跡遺構図2
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1号住居跡 カマド

し= 90.000m

0 1:20 1m

1号住居跡 カマド断面
26 7.5YR3/2 黒補う シルト。しまりあり、粘性なし。

2-3cm大の薙土ブロックをわずかに含む。
27 5YR3/6 暗赤褐色。しまりややあり。相性なし。
焼土ブロックを多く含む。

28 10YR4/4 褐色。しまりややあり。粘性なし。
黄褐色粘土ブロックを含む。カマドのソデの聞落土か。

29 5YR4/4 にぷい赤褐色。しまりなし。粘性なし。
1cm大の焼土粒を多く含む。炭化物をわすがこ含む。

30 10YR5/4 にぷい費喝。粘土。粘性・しまり強。
カマド袖の--部。

31 5YR5/4 にぷい赤絢。焼土と1の泥土。しまり・粘性中。
32 5YR4/3 にぷい赤織。焼土褐色土の泥土。しまり・粘性中。
33 10YR5/8 赤。塊士。しまり中・粘性弱。
34 10YR4/2 灰瑛絢。シルト。しまり弱・粘性弱。 4と地山の泥土。
35 10YR5/3 にぷい艶渇。シルト。粘性弱・しまり中。
36 2.5YR4/4 にぷい赤禍。シルト。燈土が多く混じる。
37 10YR6/4 にぷい班橙。シルト。粘性弱・しまり弱。
38 10YR5/2 灰災禍。シルト。燐土、

10YR6/3にぷい蹄樟砂贋シルトの地山が混じる。

しこ90.100m

0 1:40 lm

国王星雪雪星∃

39 10YR5/4 にぷい前掲。粘土。粘性・しまり強。
カマド袖の一部

40 5YR4/3 にぷい赤縄。焼土褐色土の泥土。しまり・粘性中。
41 10YR5′/3 にぷい既納。シルト。粘性中・しまり弱。

艦上、炭化物が混じる。
42 10YR3/1隷渇。シルト。粘性弱・しまり中。

43 10YR5/2 灰的禍。シルト。粘性弱・しまり中。
炭化物、脱土、苅包粒子含む。

44 10YR6,/4 にぷい質種。粘土。しまり中・粘性弱。
炎色ブロックが主体の土。

45 10YR4/3 にぷい萌陶。シルト。シルト。しまり中・粘性弱。
焼土を比較的多く含む。炭化物を若干含む。

46 7.5YR4/3 補。シルト。粘性・しまり弱。焼土粒を多く含む。
47 10YR3,/4 暗禍。シルト。粘性・しまり弱。焼土を若干含む。
48 10YR4,/2 灰瑛刻。シルト。粘性・しまり中。炭化物を多く含む。
49 10YR3,/1熟禍。シルト。粘性・しまり弱。斑色ブロックを若干含む。
50 10YR4/2 灰災禍。シルト。粘性弱・しまり中。

3号土坑

E

」 し=90.100m 十

二.-三∴

Pit3

F F1

(謹夢
3号土坑
1 10YR4/8 赤褐色。しまりあり。粘性ややあり。現地性焼土。焼成やや良好。
部分的に焼土粒、炭化物含む。

2 10YR2/2 粘土質シルト。しまりあり。粘性ややあり。棋士粒をわずかに含む。
3 10YR3/2 黒褐色。粘土質シルト。しまりあり。粘性あり。炎褐色土粒を含む。
4 10YR3/3 暗褐色。粘土質シルト。しまりあり。粘性強。苅褐色土粒、焼土粒を含む。

2号土坑 土層混沌
1 10YR2/2 黒褐色シルト。しまりなし。炭化物、脱土を粒状に少茄含む。
2 7.5YR3/1黒褐色シルト。ややしまりなし。粘性あり。褐色土粒を5%含む。
プロッタ状に1%含む。炭化物・娩土を粒状に少韻含む。

3 7.5YR4/4 褐色粘土質シルト。粘性あり、しまりあり。
4 10YR5/4 にぷい班褐色シルト。ややしまりなし。
明的褐色粕衛士を小プロッター枇状に10%含む。

5 10YR4/1褐色粘土質シルト。粘性あり、しまりあり。
明苅褐色粘質土を中プロッタ状に20%含む。

6 7.5YR5/6 明褐色粘土質シルト。粘性あり、しまりあり。
30mm前後の塊土ブロック、斌褐色粘土中ブロックを10%含む。

7 10YR2/3 照褐色シルト。粘性ややあり、しまりあり。
明褐色一明球褐色ブロックを含む。

8 7.5YR4/l 褐色粘土質シルト。 10-5mm大の炭化物を少妃含む。
明黄褐色粘土中ブロックを10%含む。娩土小ブロックを10%含む。

9 10YR5/4 にぷい斌褐色粘土質シルト。褐灰色粘土質土の小ブロックを少尉含む。
しまりあり、粘性あり。

1号住 Pit3土屑注記

1 10YR3/3 暗褐色粘土質シルト。しまりややあり。粘性あり。
椀上枝、炎褐色土粒を全体に含む。

2 7,5YR4/6 褐色粘土質シルト。しまりあり。粘性あり。
暗赤褐色焼土粒を全体に含む。

3 10YR2/1黒色土。しまりなし。粘性あり。
艦上粒をまばらに含む。

4 7.5YR4/4 褐色粘土質シルト。しまりあり。粘性あり。
娩土粒を屑上部に含む。

5 10YR5/4 にぷい赤褐色。砂質シルト。しまりあり。
粘性ややあり。地山朋洛土。

6 10YR4/4 褐色砂質シルト。しまりあり。粘性ややあり。
焼土粒をまばらに含む。

第26図 上野々遺跡遺構図3
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第27図 上野々遺跡出土遺物1
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上野々遺跡出土遺物観察表

0 1 :3 10cm

18 i i !

⊂二二〇

第28図 上野々遺跡出土遺物2

図I阪 番号 伸上地区 層位 
栖 別 調 整 備 考 

座り披 番号 伸上」胡×二 層位 

柵 別 誹i∴∴濫 姉∴∴雪子 

1 

1号I初号跡 
十回i若年 

タ li ヘラケズリ 
碇部回転糸切痕 10 

1サイ 訪i手跡 
上師器壷 

外 面 ロタロナデ 
カマド困 囚 = へラミガキ カマド煙上 囚 面 ロタロナチ 

2 

1号住居跡 
上面精巧 

夕 il ヘラケズリ 覚猷回・原糸切痕、 
= 

1号イ 訂i手跡 
上輔特需 

タト 面 タタキ 

カマド樹上 囚 = ヘラミガキ 画調幣 2号 坑理上 囚 面 ロタロナチ 

3 

1号住居跡 
主用〇品中 

夕 ii 不明 低調回帰糸切痕 
12 

1号I 訂i手跡 
上輔特電 

外 面 へラケズi) 

理!上 囚 ii 不明 鳩.Ii二「用」 撮上 囚 面 へラケズi) 

4 

l号住居跡 
上面器抹 

タト面 へラケズi) 
撮部i中庸糸切痕 13 

1し自問十跡 
上師器艶 

外 面 へラケズリ 
困面内黒 煙道囚 両面 不明 柵道向 囚 面 へラケズリ 

5 

lな住居跡 
須思器艶 不明 =綾部 14 

1号l 互手跡 
上面器杯 

タト 面 へラケズリ 底部回転糸切狼、 
カーマド 2号 坑持上 囚 面 へラミガキ 隷謹一部か 

6 

lし日間号跡 
須思器製 

夕 iI へラナテ′ 
胴部 15 

1上月 互手跡 
上棚器饗 

外 面 へラケズリ 
Pi13付近面 囚 =∴1、叫 2号 坑持上 画面 へラナチ 

7 

1,月持主・跡 
須思器艶 

夕 ii ハケメ 
=綾部 16 

1).〃 三居跡 
上川I常時 

外面 へラケズ1) 
底部回転糸切痕 

Pit2 囚 亘 不明 Pitl 両面 へラミガキ 

8 

1号住居跡 
上師器壷 

夕 高 へラケズリ 
底部回転糸切痕 17 

1号仕出跡 
須思器杯 

外面 ロタロナデ 
底部回転糸切痕 2号上坑 囚 = ロクロナチ Pitl 囚面 ロタロナデ 

9 

1号住居跡 カマド焼上 

土師器′壷 
外 向 へラケズl′ ロタロナテ● 

18 

1号住居跡 ベルト囚 

碩有 
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6 ほ場整備事業町井地区関連調査

下屋敷遺跡(MEO6-2345)

所在地;和賀郡東和町町井地内

事業者;花巻地方振興局農林部農村整備室

調査期日;平成16年3月8日一10日、 3月12日、

3月15日へ17日 計7日

遺跡は、東和町役場から南東へ約1.8km離れた河岸段丘

の縁辺部に立地しており、遺跡の北側約10mを猿ケ石川

が西流している。遺跡の標高は、 106m前後を測り、現

況は宅地、水田及び畑地となっている。

今回の調査は、ほ場整備事業に伴うもので、平成15年 と

11月に実施した試掘調査により、遺構及び遺物が確認さ

れた農道拡幅及び農道新設箇所、排水路新設箇所を対象

\
\
十
〇
-
鵠
斗

第29図 下屋敷遺跡位置図

とし、排水路新設箇所については発掘調査を、農道部分については確認調査を行ったものである。

調査の結果、竪穴住居跡状遺構1基、土坑類3基、溝跡9条、焼土遺構3基、柱穴状ピット32基が確認さ

れた。調査区東側の住居状遺構は、一辺が約2.5mほどの隅丸方形のプランを呈しており、検出面から床面ま

での深さは約40cmほどであった。この住居状遺構の東側の壁面から床面にかけて、 30c皿大の礫が確認され、

それらのなかには、火を受けたようなものもあったが、焼土、炭化物等ほぞの周囲では確認できなかったた

め、カマドはおそらく現宅道下にあると推測した。この竪穴住居状遺構からは、遺物は出土しなかった。

溝跡は、調査区内で9条検出された。いずれの溝跡においても、深さはほとんど約10cmほどであり、調査

区の西側から東側にかけて、互いに並行するように検出された。また、調査区西側から東側にかけて連続し

ていると思われる溝跡もあった。遺物については、 1号溝跡の検出面に近い埋土上面から、土師器片1点が

第30図 下屋敷遺跡調査区位置図
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出土したほかは、他の溝跡からは遺物は確認できなかった。

調査区西側において、焼土を伴う円形土抗が4基検出された。確認調査対象箇所であったが、遺構の性格

を確認するために1基のみ遺構精査を行ったところ、遺構に直接結びつくような遺物は今回確認できなかっ

たが、焼土範囲及び遺構底面の検出状況、埋土中の焼土ブロックの堆積状況等から、鍛冶関連遺構の可能性

が非常に高いと判断した。

発掘調査に先立ち、平成15年11月に試掘調査を実施した際、今回の発掘調査区に近接した田面において、

古代の竪穴住居跡が4棟確認され、摩滅はしているものの土師器片が1点出土している。検出された竪穴住

居跡は、いずれも黄褐色砂層面で検出されている。これらの遺構が検出された田面の層序は、水田耕作土で

ある表土直下に、黄褐色砂層面があらわれていることから、水田造成による地形改変をすでに受けていると

思われ、遺構の残存状況は良好ではないと推測した。

今回の調査区は、水田床土直下に地山である黄褐色砂層が露出しているところが多く、遺構の深さも調査

区西側ほど浅かったことから、過去の水田造成等により大きな地形改変を受けたことを伺わせた。

試掘調査及び発掘調査で検出された遺構が、この地形改変を大きく受けた田面に集中していることは、本

遺跡は、猿ケ石川によって形成された自然堤防上に営まれた集落であり、現在の水田は、この自然堤防の高

まり部分を削平して造成されたものと推測した。

し= 1 27.400m

A’

」 0 1:60 3m

1号土坑

G G’
上 し=102.289m 」

寒≡≡牽

1号士坑

1 暗褐色土 しまりあり。粘性なし。炭化物を多く含む。
2 暗紺色土 しまりあり。粘性なし。炭化物を多く含む。
3 暗褐色一黒褐色土 しまりなし。粘性なし。炭化物粒を多く含む。

2号土坑

H H’
」 しこ107.47m 」

‾薗‾‾ 。 100 1m
雪∃∃∃∃

2号土坑

1 無色土 しまりなし。粘性あり。

2 黒褐色土 しまりややあり。粘性なし。災褐色他山肋諸士を30%含む。

3 怒褐色土 しまりあり。粘性なし。地山筋海士ブロックを10%含む。
4∴暗紺色土 的褐色砂の地山ブロックを含む。しまりなし。粘性なし。 4 紺色土 しまりあり。粘性なし。地山崩落土を50%含む。

第31図 下屋敷遺跡遺構図1
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〈遺構配置図〉

第32図 下屋敷遺跡遺構図2
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1号溝

5号溝

1号沸

し= 102.289m

藁を± ’

2号溝 C

4 67

3号溝 し二107.490m 4号溝

2 カクラン

1 暗褐色⊥二 粘性なし。しまりあI)。炭化物が混じる。

2 畝的色砂質士 暗褐色土プロノクが混じる。上器を含む。
3 雌褐色砂質士 しまりややあI主 格偉なし。

2号溝

1 黒褐色上 しまりなし。粘性なし。炭化物寂を多く含む。

2∴無色士 しまりあり。癌性なし。
3 暗紺色砂賞土 しまりなし。粘性なし。

4∴暗紺色上 しまりややあり。粘性なし。地中ブロックを含む。
5 黒褐色士 しまりややあり。粘性なし)炭化物杓を多く含む。(2号溝の璃土)

鍛冶炉状遺構

出土遺物

6号溝

F F’
ト し二107・250m 「

‾手二二二=フ‾‾

3号・ 4号溝・ 5号溝

1 暗褐色粘土硬シルト (現耕作士)

2 暗褐色砂質シルト 災褐色砂を含む。
3 暗褐色土
4 飾褐色砂悩(他山)

6号薄

5 10YR3/2 隷紺色シルト 苅褐色地山ブロックを含む。

鍛冶か状遺構斯面注記
1 10YR3/2 黒褐色シルト 炉壁状の大形焼土塊を多品に含む(検凪面では環状へC手沢)。
2 10YR3/2 蝶的色シルト 娘土塊を微粒に含む(1厨よりは少ない)。
3 10l’R3/2 黒褐色シルト 地中斌褐色ブロックを多嵐に含み、全体的に費色味がかかって

いる。

10YR3/2 隷褐色シルト 他山鮫褐色砂ブロックを緻轍に含む。
10YR3/2 黒褐色シルト 脱土塊を含む悩。 1騨こ稀似している。

木炭層∴径2-3皿の綿状の木炭がしかれたような出土状況
10YR3/2 課的色シルトと地面砂ブロックの況ブロック屑。焼土塊多晶に含み、 1屑・ 5

榔こ似るが、准土ブロックの径小さい。下面に沿って炭片集中(6燭よりは少量) 。
8 7桐に似た燭ではあるが、焔土塊は少なく、他山砂ブロックが多い。 7との境界に炭片

集中。

9 10YR3/2 黒褐色シルト 他山砂ブロックを徴最に含む。

O l:40 2m

2 (Tl)

第33図 下屋敷遺跡遺構図3 ・出土遺物
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7 中山間地域総合整備事業日野沢地区関連調査

出ル町Ⅱ遺跡(JF25-2121)

所在地;九戸郡山形村田野沢13地割地内

事業者;久慈地方振興局農政部農村整備室

調査期日;平成15年6月30日(試掘調査)

平成15年9月16ロー18日(発掘調査)

遺跡は、山形村役場役場から北北西方向約6 k肌に位置

する。日野沢川支流の一つである北沢川右岸のなだらか

な斜面に立地しており、標高は327mを前後を測る。周

知の「出ル町遺跡」の近接地として試掘調査した結果、

埋蔵文化財が確認されたため、新規遺跡「出ル町Ⅱ遺跡」

として調査した。試掘調査時に確認された遺物包含層は、

第Ⅲ層暗褐色一黒褐色砂層上面で検出された。包含層の

規模は、 3.7mX3.5mの広さで厚さは、約30c皿であった。
第34図 出ル町Ⅱ遺跡位置図

包含層からは、小コンテナで2箱分の土器が出土し、包

含層精査後、包含層下あるいは周囲に遺構が所在しているかどうか精査したが、確認できなかった。今回の

調査区周辺の地形を観察すると、調査区南側にある山裾の法面部分において、斜面が崩落したと思われる大

きな凹みがあり、その崩れたと思われる凹みの下方に、土砂の盛り上がった箇所があった。今回の調査区に

おいて、この山裾の法面に近い南側部分には、崖錐性の礫(径40cmへ60cm大)が多く認められた一方、調査

区北側には全くなかったこと、第Ⅲ層の下面に、十和田a降下火山灰と思われる火山灰が、ブロック状に含

まれている箇所があり、地層の新旧関係が一部逆転している箇所があることが判明したこと、第Ⅳ層は、黄

褐色砂礫層であったことから、旧河道部分であると推測できることなどから、今回の調査区は、旧河道部分

に何らかの理由で山体崩落した箇所と推測した。切断土器等の今回出土した遺物は、崩れ落ちる前に構築さ

れた遺構に伴うものであると思われるが、遺構等は崩落した際に崩れ去り、今回の調査区は、遺物を含んだ

土が再堆積した部分であると判断した。切断土器が2個体出土しており、切断土器は埋葬等の儀礼に関係し

ているとのことから、おそらく土坑墓等の遺構が所在していたものと推測した。集落は、調査区外の尾根部

分に所在している可能性が高い。

菓
鵜
晴
山
旧
聞
軸 閤

圏

第35図 出ル町Ⅱ遺跡調査区位置図
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蓮≡≡再三商量≡≡三三弄

張本層序

節I層10YR3/l RE褐色士(耕作土) lcm-5cm天の礫を約5%含む。既褐色ブロックを含む。 0

舞I]層10YR2/2 照紺色士 しまりあり、粘性なし。 5mm-20cm大の嫌を10%含む。
第Ⅲ楢10YR2/2 黒褐色士 しまりあり、粘偉なし。 Ⅱ層とほぼ同じであるが、礫なし。
第Ⅳ屈 7.5YR5/6 明班褐色砂質土 しまりなし、粘性なし。
舞V層10YR3/3 暗褐色土 しまりなし、粘性なし。
第Ⅵ層10YR6/2 灰蛍褐色士 しまりなし、粘性なし。十和叩a降下火山灰か。

第36図 出ル町Ⅱ遺跡遣構図
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第37図 出ル町Ⅱ遺跡出土遺物1
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8 (包含層)

ll (包含層)

第38図 出ル町Ⅱ遺跡出土遺物2
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8 経営体育成基盤整備事業満倉地区

兵法田遺跡(NE15-0311)

所在地;水沢市佐倉河字西田中地内

事業者;水沢地方振興局土木部

調査期日;平成15年5月19日へ23日(5日間)

遺跡は、 JR東日本水沢駅から5.5kmの標高69-70mの

胆沢扇状地に立地する。

今回の事業予定地において平成14年10月に実施した試

掘調査では、ピットなどの遺構が確認されていた。ほ場

整備事業実施にあたり、水路用地の発掘調査、砂利敷道

路用地部分の確認調査を行った。確認調査区の遺構検出

は東西に延びるカクランより南側では、 2もしくは3層

上面、カクランより北側では4層上面で行った。発掘調
第39図 兵法田遺跡位置図

査区の遺構確認は、 4層上面で行った。

その結果、水路用地内ではピットが多数発見され、建物跡の一部であることが判明した。ピットは直径20

c皿から40c皿のものが主体であった。切り合いも確認されており、長期間の利用が考えられる。遺物は出土し

なかった。南端では、カクランがあり、その埋土中から縄文土器片、石臼破片が発見された。

砂利敷道路用地では、焼土を伴う土抗が2基発見され、鍛冶に伴う可能性がある。また、調査区北側には

竪穴住居跡と考えられる遺構が1基発見された。遺構から遺物は出土しなかったが、竪穴住居跡の近くで、

19世紀の産地不明の陶器(鉢)が出土した。

今回、発見された遺構の時期は、近世もしくは平安時代のものと考えられた。

調査区に隣接する畑地において今回、土師器、須恵器が表探された。付近に同時期の遺構群があるものと

推定される。

第40図 兵法田遺跡調査区位置図
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第41図 兵法田遺跡発掘区

-38鵜



㊨

◎

⑥
∴
∴
◎

N
4
I

A
o
㊥
O
A
鷲

㊥

B◎
膏B

⑧

四
図
回

㊥

回 国
C。受診。。

⑥

土坑1

A A’
」し二69.63m十

〇二二
上境1

1 : 10YR3/lへ2 撮褐色シルト、オレンジ色の舵手がブロック拭くこ入る。

2 :75YR17/1 肌色シルトブロック状(こ戴褐色、オレンジ色、隷色が

鴻しろ。

3 :7_5YR17/1 肌色シルト、蝋色シルトと褐色土の泥土、褐色土がプ

ロノクt柄二入る。

4 :7/5YR17/1 凧色シルト、郷2櫛とくまくさ同じ。

5 :7/5YR3/lへ2 撫褐色シルト、暗褐色土が混じる、しまりあり。

6 :7.5YR3/I-2 鵡褐色粘土、与周と同機の暗褐色土が汲しろ。

土坑2

B B〇
十し二69,63m-十

二二‾
上抗2

1 :5YR2/1-2 順脚色シルト、約位シルトがブロック状に激しって

いろ。

2 : 7.5YR2/1 肌色シルト、褐色土が精子混じる。

3 : 上2田の沌しった上。

4 :10YR3/1へ2 肌褐色シルト、しまりあり。

土坑3

C C’
」し二69.7m 「

-二二一一
上境3

1 i lOYR2/2へ3 肌褐色シルト、 10YR4/4-6褐色土がブロック状

に混じろ。

l:20 1m

第42図 兵法田遺跡遺構図
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2 (南側カクラン)

2のみ

Sこl/6

O l:3 10cm
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第43図 兵法田遺跡出土遺物
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9 緊急地方道路整備事業

上ノ山遺跡(MEO6-2297)隣接地

所在地;花巻市葛字上ノ山地内

事業者;花巻地方振興局土木部

調査期日;平成15年5月28日(水)

遺跡は、東日本旅客鉄道株式会社東北新幹線新花巻駅

より北東約4.35k皿の北上川右岸にある河岸段丘上に立地

し、標高は約86m前後を測る。現況は、主に宅地及び水

田となっている。今回の調査は、花巻空港建設事業に伴

う道路整備事業によるものである。事業予定地の一部は、

平成11年9月24日に試掘調査が実施されている。その時

点で調査未了であった区域は、上ノ山遺跡隣接箇所であ

ったが、平成14年12月20日に試掘調査を実施した。精査

の結果、土坑1基が検出されたため、今回の調査は、記

録保存のため発掘調査を実施した。

第Ⅲ層下面で検出された土坑(l号土坑)の平面プラ

ンはやや楕円形を示し、規模は120c皿x95c皿であり、深

さは約8cm程であった。土抗の中心こそやや深さはある

ものの、土坑底部は全体的に平坦であった。土坑埋土の

第1層には、 5-9問程度の炭化物粒が認められたが、

遺物は発見できなかった。第2層には、第1層の炭化物

粒より大きい10へ20問程度の炭化物が含まれていたが、

遺物は確認できなかった。第3層には、炭化物は全く含

まれていなかった。試掘調査の際にも、遺物は発見でき

なかったが、今回の発掘調査においても、遺物は全く発

見できなかったため、この1号土境が構築された時期及

び性格については不明である。

第44図 上ノ山遺跡位置図

回し= 85.700m 「

-一曲フ‾
0 1:40 叩両l

目星星雪∃∃∃雪

1 10YR2/1隷粘土 しまりあり∴∴∴粘性あI)炭化物粒を含む
2 10YR5/1褐灰 粘土 しまりややあり 粘性あI)炭化物粒を含む

酸化鉄含む
3 7.5YR5/1鱒灰 粘土 しまりあり 粘性あi)酸化鉄含む

第45図 上ノ山遺跡遺構図

第46図 上ノ山遺跡調査区位置図
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10 国営いさわ南部農地整備事業

二の台遺跡(NE44-0230)

所在地;胆沢郡胆沢町小山字二の台地内

事業者;農林水産省東北農政局

いさわ南部農地整備事務所

調査期日;平成15年7月22日(火)へ29日(火)

平成15年10月l日(火)へ2日(水)

(延べ8日間)

遺跡はJR東北本線前沢駅の北西約8kmに位置し、胆沢

扇状地中位段丘面にあたる上野原段丘面に立地する。遺

跡の標高は約157mへ163mを測り、白鳥川との比高は

10mほどである。遺跡の現況は主に水田と畑地そして宅

地となっている。
第47図 二の台遺跡位置図

今回の調査はほ場整備事業に伴うものである。発掘調査に先立ち(醐岩手県文化振興事業団埋蔵文化財セン

ターが、平成14年10月15日へ10月30日まで試掘調査を行った結果、陥し穴とみられる遺構が8基確認されて

いた。ほ場整備事業実施にあたり排水路と切り土で削平されることになった、 T12 (土坑1基)、 T23 (土坑

1基)、 T25 (土坑2基)、 T29 (上境1基)と、設計変更が生じ盛土予定であった田面が切土されることに

なったT5の計6基について調査を行った。 T25における2基のうち1基の陥し穴状遺構は埋土の3層、 4

層黒褐色粘土質シルト中において明黄褐色粘土の撹乱が顕著であり、確認面は凹凸が多かった。長軸2,64m、

第48図 二の台遺跡調査区位置図
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短軸0・48mで深さは0.2mであったが、不規則な細長い形状から風倒木痕であると判断した。従って今回発掘

調査を行った陥し穴状遺構は5基である。 Tl及びT2については盛土もしくは影響のない削平のため調査

は行わないこととした。調査の結果、調査区の基本層序は、第I層が水田耕作上で鈍い黄褐色粘土質シルト

からなり、およそ3%の明黄褐色粒を含み層厚は約20emであった。第Ⅱ層は明黄褐色粘土と黒褐色粘土質シ

ルトの混合土で層厚は約20e血であった。第Ⅲ層は旧表土と思われる黒褐色粘土質シルトで、層厚は削平され

たところもありOc皿へ15c皿だった。第Ⅳ層は漸移層の暗褐色粘土質シルトで層厚は第Ⅲ層同様削平されたと

ころもあり約0へ20c皿だった。第V層は地中で明黄褐色粘土であった。

第1号陥し穴状遺構(T12)

平面形は溝状を呈しており、長軸2.45m、短軸0.75m、深さは1.12mの規模を持ち、底面は狭く幅は0.1m前

後であった。断面形は縦長のTの字形で、遺構の両端は、上場よりも0.3mえぐられる形でフラスコ状に外側

に広がっていた。第1層は黒褐色土で一部に地山の明黄褐色土をブロック状に含んでいた。第10層一第12層

は、ほとんど地山の明黄褐色粘土と区別できない上質であったが、堅さにしまりがなく部分的に粒状化が見

られたので掘り深めたところ黒褐色土の第13層が出てきた。わずかに地山が水に溶けて混じり合った黒褐色

土である。層厚は0.08mであった。かつて陥し穴として利用していた頃に表土からこぼれ落ちたものと考え

られる。第10層一第12層の明黄褐色土は陥し穴として利用されなくなった後に両方の壁面が崩落して長い時

間をかけて自然堆積したものと思われる。遺構の理工からは遺物は確認されなかったが、形状から溝状陥し

穴であり、この周辺には複数の陥し穴状遺構が所在するものと考えられる。

第2号陥し穴状遺構(T12)

平面形は概ね楕円形で長軸0.92m、短軸0.48m、深さは0.18mであった。底面は2段になっており、時代は

不明であるが、小判型の陥し穴が先につくられ、その後自然堆積した跡に、円形の土境がつくられた可能性

が高い。深さが0.18mと浅かったのは前回のほ場整備で削平されたものと思われる。

第3号陥し穴状遺構(T23)

平面形がやや細長めの楕円形で長軸1.95m、短軸0.94m、深さは0.5mの小判型の陥し穴状遺構である。形

状的には、 l二層部分が削平された小判型陥し穴の様相を呈しており、上層部分を想定すると大型の陥し穴で

あると思われる。

第4号陥し穴状遺構(T25)は長軸0.58m、短軸0.33mで深さは0.26mだった。これもやはり、上層部分が

削平されたと思われる。この遺構の北方0.4mのところに新たに遺構が検出されたが、底が3つに分かれてお

り、一部撹乱が見られたことから木の根痕と思われる。

第5号陥し穴状遺構(T29)

長軸l.4m、短軸0.88mで深さは0.26mだった。平面形は左右ほぼ対称で丸みかかった台形状だった。上層部

分は削平されたものと考えられる。

第1号陥し穴状遺構以外の遺構は、深さが0.18mへ0.5mの範囲であり浅めであったが、平面形がほぼ左右

対称のしっかりした形をしていたことから、上層部分が削平された陥し穴状遺構であると考えられる。これ

らのことから、周辺の調査区一帯は猟場であったと考えられる。少し離れたところには集落があった可能性

もある。もっと広い範囲で詳しい状況がわかれば 今回検出された遺構の性格が具体的に想定できると思わ

れる。
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Ⅱ 試掘調査





1 一般国道4号水沢東バイパス改築工事

杉の堂遺跡(しE27-O100)

所在地;水沢市東中通り地内

事業者;国土交通省東北地方整備局

岩手河川国道事務所

調査期日;平成15年8月25日

遺跡は、東日本旅客鉄道株式会社東北本線水沢駅より

南東約1.5kmに位置し、胆沢扇状地の扇端部にあたる水沢

高位段丘に立地する。遺跡の標高は約43m前後を測り、

現況は主に、畑地、宅地となっている。本遺跡は、今年

度及び平成14年度、 (醐岩手県文化振興事業団埋蔵文化財

センターにより、発掘調査が実施され竪穴式住居、方形

周溝発掘調査が実施され竪穴式住居、方形周溝等、

が検出されている。今回の調査区は埋蔵文化財センター
第50図 杉の堂遺跡位置図

の発掘調査区よりさらに約1km南西側になる。今回の調査は、国道4号線束水沢バイパス改築工事に伴うも

ので、幅170c皿のトレンチを12本設定した(Tl-T12)。

遺構については、 T2において、径60×70e皿と40×60c皿の土坑2基、 20×30cmの柱穴状ピット1基が検出

された。 T6付近では、直径110c皿の土坑1基が検出された。この土坑は、トレンチ西端部、宅地造成によ

る盛土下の地山面から検出された。土境の埋土には5Ⅲ大の炭化物粒が含まれていたが遺物は確認できなか

った。 T6においてこの土坑以外に遺構・遺物は確認できなかった。

遺物については、 T2において、柱穴状ピット埋土上面から須恵器片が、 T3において、トレンチ束端部

付近の第Ⅱ層下層から縄文土器が出土した。出土した土器に結びつく遺構は今回確認できなかった。

埋蔵文化財センターの調査と今回の試掘調査から判断すると住居跡等が検出されなかったことから遺跡中

心部から離れた場所ではないかと思われる。 (平成16年度本発掘調査予定)

国
道
3
9
1
号

第51図 杉の堂遺跡調査区位置図
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2一(1)一般国道46号線盛岡西バイパス改築工事

熊堂B遺跡(しE16-2118)

所在地;盛岡市本宮地内

事業者;国土交通省東北地方整備局

岩手河川国道事務所

調査期日;平成15年11月12日

遺跡は、東日本旅客鉄道株式会社東北新幹線盛岡駅よ

り南西約2k皿に位置する。北上川右岸の河岸段丘上に立

地し、標高は124m前後を測る。本遺跡は今年度、 ㈱岩

手県埋蔵文化財センターが調査を行っている。奈良・平

安時代の住居跡、土抗、柱穴、溝跡などが多数検出され、

土師器、須恵器、陶磁器類、石器、鉄製品なども多く出
第52図 熊堂B遺跡位置図

土している。調査対象区は遺跡のほぼ中央にあたり、現

況は住宅地である。今回の調査は、国道46号西バイパス建設にかかわり、住居移転等により試掘調査可能と

なったことによりおこなったものである。調査区範囲にトレンチ10本を設定した(TlへTlO)。

調査の結果、住居跡4棟、柱穴1基、柱穴列(6基)、焼土状遺構1基を確認し、土師器数点が出土した。

T l東端から5m、深さ30cm第Ⅲ層上面で径450cmの隅丸方形住居跡1棟を確認した。 T 2西端から4m、

深さ35c皿の地点において30cm大の柱穴を確認した。この周囲には第I層が無いことから、おそらく住居跡は

削平されてしまったと考えた。 T3東端から7m、深さ40c皿の地点で住居跡を確認した。トレンチを広げな

かったため土抗の可能性ある。 T 5では、東端から10mで焼土、 T 6では時期不明であるが径35cm大の柱穴

列6基を深さ40c皿で確認した。 T 7北端、深さ20c皿の地点で、住居跡2棟を確認した。

今年度、 ㈱岩手県埋蔵文化財センターの調査において、埋土下層から焼土が確認されていることから、 T

4で深堀をした。その結果、旧河道が確認された。調査対象区は周囲の発掘調査などから平安時代の集落の

一部である可能性が高い。 (平成16年度本発掘調査予定)

第53図 熊堂B遺跡調査区位置図
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2一(2) -般国道46号線盛岡西バイパス改築工事

熊堂B遺跡(LE16-2118)

所在地;盛岡市本宮字熊堂地内

事業者;国土交通省東北地方整備局

岩手河川国道事務所

調査期日;平成15年9月3日

遺跡はJR東北本線盛岡駅のほぼ南約2 kmの雫石川右岸

の河岸段丘上に立地している。現況は造成中の土地、宅

地等となっている。周囲は財団法人岩手県文化振興事業

団埋蔵文化財センター、盛岡市教育委員会によって十数

次の発掘調査が実施されている地区である。

今回、バイパス建設に伴う発掘調査で、宅地移転等の

理由で調査未了となってた箇所の試掘調査を実施した。
第54図 熊堂B遺跡位置図

そのため、埋蔵文化財センター発掘調査区に挟まれた生活道路敷・宅地跡の不定形な試掘対象区となった。

試掘トレンチは5本設定した。

Tl-T3では遺構、遺物は発見されなかった。 T4ではトレンチ西端で黒褐色土が埋土となる幅1.lm、深

さ0.2m以上の溝が発見された。埋土上部からは土師器片がl点出土した。 T5東端では、 T4と同様の溝が

発見され、それより西側では黒褐色土の落ち込みが検出され、内黒土師器杯、須恵器饗破片等、比較的多く

の遺物が出土した。深さは0.3m以上あった。なお、 T4の溝は埋蔵文化財センター発掘調査で見つかってい

た溝2の延長である可能性が高い。 (平成15年度本発掘調査)

第55図 熊堂B遺跡調査区位置図
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3 -般国道46号盛岡西バイパス改築工事

台太郎遺跡(しE16-2269)

所在地;盛岡市向中野地内

事業者;国土交通省東北地方整備局

岩手河川国道事務所

調査期日;平成15年6月18日

遺跡は、東日本旅客鉄道株式会社東北新幹線盛岡駅よ

り南西約2k皿に位置する。北上川右岸の河岸段丘上に立

地し、標高は120m前後を測る。本遺跡は平成9年度よ 宅

り(醐岩手県埋蔵文化財センターと盛岡市教育委員会が調‡ごま

杏を行っている。平成9年から平成15年の(期岩手県埋蔵 猫北

文化財センターの発掘調査結果をまとめると縄文時代の
ヒ

第56図 台太郎遺跡位置図

臓
冊
燃
上
i
龍

竪穴住居跡2棟、古代の竪穴住居跡220棟、中世の竪穴

住居跡4棟、掘立柱建物27棟、竪穴状遺構31棟、士坑753基 堀跡5条、溝跡207条、焼土42基、円形周溝8

基、 井戸跡14碁、畝闘犬遺構2箇所、柱穴状土坑多数等と数多くの遺構確認されている。

調査対象区は遺跡の西端部にあたる。現況は、付近で行われている工事等の残土置き場となっている。今

回の調査は、遺跡範囲拡大にともなって国道46号西バイパス建設用地に要調査区域が生じたことによりおこ

なったものである。調査区範囲にトレンチ1本を設定した。

トレンチ西端から約5m地点、表土から0.75mの深さから溝1が確認された。溝の埋土は黒褐色土で埋土

上部で土師器が出土した。幅0.6m以上、長さ6m以上、深さ0.3m以上で調査区北東側に延びていた。また、

同じく西端から約6m地点で、表土から0.85mの深さで溝2が碓認された。幅0.4m以上、長さ8m以上で調

査区北東方面に延びていた。

地形が連続している(醐岩手県埋蔵文化財センターの調査区で奈良・平安時代の溝が確認されていることか

ら、今回の試掘で確認された滞1 ・ 2はこの溝と同一である可能性も考えられる。 (平成16年度本発掘調査

予定)

も

喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜

第57図 台太郎遺跡調査区位置図
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4 鵜殿国道4号道路改築事業関連調査

高木申館遺跡(ME36-0218)

所在地;花巻市高木第22地割地内他

事業者;国土交通省若手河川I国道事務所

調査期日;平成15年7月4ロー7日

遺跡は、花巻市役所より南東方向約3kmにあり、北上

川左岸の河岸段丘縁辺部付近に立地している。遺跡の現

況は、宅地、畑地、水田となっている。今回の調査は、

一般国国道4号花巻束バイパス工事改築工事に伴うもの

で、住宅基礎、耕作中の畑地等雑物を避けながら、調査

対象区域に15本のトレンチを設定した(TlへT15)。

精査の結果、柱穴がTlで3基、 T2で2基、 T3 .T

4でそれぞれ1基ずつ、 T8 ・T9でそれぞれ1基ずつ

検出され、これらの柱穴状ピットは径20-40c皿大で、現
第58図 高木中線遺跡位置図

表土から約70cm-90cm下の暗褐色上層で検出された。 T12では、径30cmの規模を持つ柱穴5基が検出され、

なかには埋土に縄文時代晩期の土器片が含まれているものもあった。 T13では、現表土から40cm下で、径20

cm-40cm大の柱穴が10碁検出されている。今回の試掘調査において、柱穴は計24基検出された。柱穴以外の

遺構として、 T13において径90cm大の規模をもつ上境1基、 Tllにおいては、現表土下約70cmで、幅30cmの

溝1条が、 T3においては180cmx40cmの規模で、長楕円形のプランを呈する陥し穴状遺構1基が、検出され

た。調査区内の畑地からは、土師器片1点が表探され、今回の試掘調査では、古代の遺構等は確認できなか

ったが、調査範閉i捕こ所在している可能性が高いと思われた。

本遺跡名が「高木中館」であり、近接して高木古館等が所在していることから、城館に関連する堀跡等の

遺構の有無を碓認する目的で、 T14及びT15を設定したが、城館跡に結びつくような遺構及び遺物は今回の

調査で、確認できなかった。 (平成15・ 16年度本発掘調査予定)

第59図 高木中綿遺跡調査区位置図
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5 -般国道4号道路改築事業関連調査

長根I遺跡(ME36-1213)

所在地;花巻市東十二丁目地内

事業者;国土交通省岩手河川国道事務所

調査期日;平成15年7月14日

遺跡は、花巻市役所より南南東約3k皿に位置し、商流

する北上川東岸の氾濫原上にある微高地に立地してお

り、現況は主に畑地及び宅地となっている。今回の調査

は、一般国道4号花巻束バイパス工事改築工事に伴うも

のである。本遺跡に北接して長根Ⅱ遺跡が、さらに北側

には長根Ⅲ遺跡が所在している。

微高地縁辺部斜面から旧田面にかけてTlを設定した。

縁辺部斜面下の旧曲面部分では、水田造成のためか、盛
第60図 長根工遺跡位置図

土が施されていた。盛土下は、旧河道と思われる円礫を大量に含む暗褐色砂礫層が確認された。 Tlに並行

するように、微高地縁辺部から旧聞而部分にかけてT2を設定した。北上川の氾濫によるものと思われる洪

水推積層が厚く認められた。 T3及びT4は、それぞれ緩やかな北・束斜面に設定した。 T3において、第Ⅱ

層上面で、柱穴状ピットが4基検出された。柱穴状ピットは径30-40c皿の規模であり、ほぼ円形を示してい

た。その埋土は暗褐色であった。 T4においても、第Ⅱ層上面で、柱穴状ピット15基が検出された。これら

の柱穴状ピットの規模は径20へ30cm大で、その形状は、ほぼ円形であった。確認のために、 15基のうちの1

基を半裁した。埋土は暗褐色で、その深さは30cmであったが、遺物は樅認できなかった。この第Ⅱ層上面が

検出面である。 T4の中央部付近から束端部にがナて遺構は、確認できなかった。このトレンチ束端部は、

一段低い田面であったが、表土下約130c皿でi郎町道と思われる円礫を大量に含む砂礫層が確認できた。

今回の試掘調査では、遺物は確認できなかったが、調査対象区外の現畑地から、土師器片、近世陶磁器片

が表探されたが、遺構に結びつくような遺物が確認できなかったため遺構の構築時期は不明である。 (平成

15年度本発掘調査)
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6 -関透水地事業衣川左岸築堤工事

接待館遺跡(NE65-2343)

所在地;胆沢郡衣川村大字下表用字七日市場地内

事業者;国土交通省東北地方整備局

岩手河川国道事務所

調査期日;平成15年11月27日(木)一12月3日(水)

本遺跡は、衣川村役場の南東約4.4k皿に位置し、衣川現

河水面との比高約10mの沖積地端部に立地する。今回の

調査は、一関遊水地事業衣川左岸築堤工事に係るもので

あり、築堤予定箇所に20本の試掘トレンチを設定した

(Tl-20)。

遺跡西側に設定したTlへ6では、明確な遺構は検出

されなかったが、一部のトレンチから土師器片が出土し

た。 T2ではⅡ層中から灰白色火山灰層を確認した。遺
第62図 接待館遺跡位置図

跡中央部に設定したT7では、柱穴状の土抗が数多く検出されたことから溝状のトレンチを拡大し面的な調

査を行った。その結果、土坑2基・柱穴状土坑159基・溝跡2条等を検出した。柱穴状土抗は径20へ50c皿と

ややばらつきがあったが、少なくとも掘立柱建物跡4棟を構成するものと考えられ、埋土中にはかわらけ片

や陶磁器片が含まれるものがあった。かわらけや陶磁器の年代から、 12世紀後半から中世前期の遺構と推測

される。掘立柱建物跡とは別に柱列4条が検出されており、幅4mの大きな溝跡と共に中世城館跡に伴う遺

構と推測される。掘立柱建物跡の北側からは、角釘が入れられたかわらけを埋土に含む土坑が検出された。

地鋲等の祭祀儀礼に関係する遺構と推測される。 TlO・ 11では、東西方向の溝跡1条、 T16・ 18では同じく

東西方向の並行する溝跡2条を検出した。溝跡はそれぞれ開通する遺構と考えられるが遺構の時期は不明で

ある。 T15南側でも幅4m前後の溝跡を検出しており、規模・方向からみてT7で検出された溝跡と連続す

る遺構と考えられる。遺跡東側に設定したT20では南東一北西方面の埋没した沢跡を検出したが、中世城館

跡に伴う堀跡の可能性も考えられる。 (平成16年度本発掘調査予定)

第63図 接待館遺跡調査区位置図
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7 一関透水地事業関連調査

押切遺跡(NE65-2359)

所在地;旭沢那衣川村人′手下衣川地内

事業者;国土交通省岩手河川国道華族所

調査期日;平成15隼12月2口

遺跡は、衣川村役場の南東約4.8k肌に位置している。遺

跡の現況は、主に水間、畑地となっており、衣川の氾濫

原である。標高は約2lへ22m前後を測る。本道跡の対岸

に位坦する中尊寺跡遺跡は、平泉町教育委員会により発

掘調査が実施されている。平成14年度第65次調査では、

縄文時代の附し穴群と近世の護岸・橋脚工事跡が検出さ

れており、対岸から本遺跡まで連続している可能性が高

いとされている。

今回の試掘調査は、一関遊水他事業による衣川左岸築

堤工事に伴うもので、築堤設置予定笛所が対象である。

第64図 押切遺跡位置図

工事予定区域に6本のトレンチを設定した(Tlへ

T6)。

遺跡内において、比校的標高の高い畑地にTlを設定した。精査の結果、第I層である黄褐色砂層(洪水

堆積層)の下面で、大量の炭化物、焼上が検出され、掘り下げたところ、羽山及び鉄津が出土したことから、

鍛冶関連遣櫛であると、剛挿した。

平成14年度の平泉町教委による発掘調査から、検出された橋脚が連続するであろう対岸部分から北方向に

伸びていると思われる道路状遺構の所在を確認するためにT2、護岸状遺構の有無を確認するためにT3及

びT4を設定し、また遺構の広がりを碓認するために、遺跡の北側部分の水田にT5及びT6を設定したが、

いずれのトレンチにおいても、水田耕作上、水出床上、灰色砂層、暗褐色粘土質シルトとなっており、洪水

による雅積作用は見られたものの、遺構及び遣物は碗認できなかった。

以上のことから、護岸状遺構は、現在の堤体下位に所在するものと思われた。 (平成16年度本発掘調査予定)

第65図 押切遺跡調査区位置図
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8 -関遊水地事業関連調査

六日市場遺跡(NE65-2346)

所在地;胆沢郡衣川村大字下表用地内

事業者;国土交通省岩手河Ii旧道事務所

調査期日;平成15年12月1口

遺跡は、衣川村役場の南東約4.5kmに位置し、衣川によ

って形成された河岸段丘低位面の縁に立地している。本

遺跡は、過去2回にわたり分布調査が実施されている。

昭和62年度に衣川村教育委員会が、平成13年度に岩手県

立博物館がそれぞれ実施しているが、遺物は確認されて

おらず、詳細は不明であった。今回の調査は、一関遊水

地事業に伴う衣川左岸築堤工事に係るものであり、築堤

設置予定箇所に8本のトレンチを設定した(TlへT8)。

宅地の西側にある畑地にTlへT3を設定した。
第66図 六日市場遺跡位置図

精査の結果、 T2及びT3において、上幅約220cm、深さ約200cmの堀が検出され、その方向及び上嶋の規

模から、連続しているものと思われた。検出された堀の一部を掘り下げたところ、断面形は栗栖掘状であっ

た。 T2で検出された堀埋土上面には、かわらけ片数点が含まれており、 T3では、径40cm大の柱穴が堀に

近接して1基検出され、堀に伴う何らかの施設に関係した遺構ではないかと思われた。また、 T2では、 70

cmx65c皿のほぼ円形の上境が1基検出された。 Tlにおいては、柱穴状ピットが6基検出された。宅地を挟

んで東側にある畑地及び水田にT4へT8を設定した。この場所は、かつて低かった水田に盛上を施し田面

の標高を上げた場所である。遺構及び遺物は確認できなかった。

以上のことから、今回の試掘調査で検出された堀は、調査未了区に連続して所在している可能性が高く、

その形態等から城館跡等に伴うものと推測された。今回の試掘調査堀が検出されたことから、市場跡とされ

た本遺跡の性格及び遺跡鈍間等について、見直しが必要であると思われた。 (平成17年度本発掘調査予定)

l l l i ’ l i

第67図 六日市場遺跡調査区位置図
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9 農用地総合整備事業下閉伊地域関連調査

寺野遺跡(K F59-2224)

所在地;下閉伊郡岩泉町二升石字寺野地内

事業者;緑資源公団東北支社下閉伊北事業所

調査期日;平成15年4月23日へ24日

平成16年3月8日一9日

遺跡は、 JR東日本鉄道旅客鉄道株式会社岩泉二升石駅

の北北東約l.3kmに位置し、小本川付近まで延びる尾根に

隣接した南面する斜面に立地しており、現況は主に畑地

となっている。今回の調査は、農用地整備事業に伴うも

ので、事業対象区域にトレンチを37本設定した(Tlへ

T36)。今回の調査区において、比較的標高の高い畑地に、

TlへT6を設定した。 Tlにおいて、竪穴住居跡2棟が
第68図 寺野遺跡位置図

検出されたが、遺物は樅認できなかった。 T6では、表土直下に土器をわずかに含む黒色土層があり、その

下層から、約3 × 3mの規模をもつ竪穴住居跡が1棟検出され、その埋土には縄文土器が含まれていた。標

高140-143mの畑地に、 T15へT17を設定した。 T15においては、 40×40cmの焼土を伴う住居跡が確認され、

土器も出土している。 T17では、明確なプランは確認できなかったものの、住居跡に伴うと推測した焼土及

び縄文土器の遺物包含層が確認されている。 T18においでは、埋土に縄文時代の土器を含む径310cmの円形

プランを呈する竪穴住居跡1棟が、 T32においては、埋土に多量の炭化物と縄文時代の土器を含む住居跡1

棟が確認された。以上のことから、今回の調査で、遺物を伴わない住居跡が確認された検出面と縄文土器を

伴う住居跡が確認された検出面があり、少なくとも検出面は2面あると思われる。また、住居跡が複数検出

されたことから、本遺跡は、縄文時代及び他の時代に集落が営まれた場所であったことが判明した。

第69図 寺野遺跡調査区位置図
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10 農用地総合整備事業下閉伊地域関連調査

寺沢北遺跡(KF59-2281)

所在地;下閉伊郡岩泉町二升石字大根地内

事業者;緑資源公団東北支社下閉伊北事業所

調査期日;平成15年12月15日一17目

遺跡は、 JR東日本鉄道旅客鉄道株式会社岩泉二升石駅

の北北西約l.Ok皿に位置し、束に向かって山地から延びて

いる屋根上に位置している。遺跡の標高は約130-160m

であり、現況は主に畑地となっている。今回の調査は、

農用地総合整備事業に伴うもので、農道設置予定箇所及

び排水路設置予定箇所を対象とし、現在工作中の畑地、

植木等を避けながら、遺跡範囲内及び隣接地に3本のト

レンチを設定した(TlへT3)。緩やかに張り出した尾
第70図 寺沢北遺跡位置図

根上にTl及びT2を設定した。 Tlにおいては、遺構及び遺物は確認できなかったが、 T2において、表土

から約60cm下で、竪穴住居跡1棟が検出され、その炉跡と推定される箇所に径約50cm大の範囲で焼土が確認

された。検出された竪穴住居跡周辺からは、遺物は確認できなかった。隣接地ではあるが、 Tl及びT2を

設定した箇所に連続する尾根上にT3を設定した。 T3において、表土から60cm下で一辺が230cm以上の規模

を持つ竪穴住居跡が1棟検出されたほか、径45cm大の円形土坑1基が検出された。 T3においても、遺構に

伴う遺物は確認できなかったが、近接する畑地において、縄文時代の土器が多数表探されたことと、今回検

出された遺構の埋土の状況及びプラン等から、今回検出された遺構も縄文時代のものであると推測した。

TlへT3を設定した畑地から、標高約132mの現道までつながるように新設農道が計画され、それに伴う

排水路設置も予定されているが、斜面があまりに急峻であったために遺構は所在していないと判断し、重機

の掘削による調査は実施しなかった。

第71図 寺沢北遺跡調査区位置図
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11農用地総合整備事業下閉伊地域関連調査

二升石遺跡(KF59-2224)

所在地;下閉伊郡岩泉町二升石字寺野地内

事業者;鯨資源公団東北支社下I別)ト北事業所

調査期日;平成15隼11月6日へ7日

遺跡は、岩泉町役場の西方同約5k皿に位置し、東流す

る小本川に向かって延びる尾根の先端部に立地してい

る。遺跡の標高は、約186-156mを測り、遺跡向におい

て約30mほどの比高がある。遺跡の現況は、おもに畑地、

果樹園、草地となっている。今回の調査は、農用地総合

整備事業に伴うもので、切上予定の畑地、新設及び拡幅

予定の農道設置箇所を対象とし、調査対象区に38本の試

掘トレンチを設定した(TlへT38)。

Tl-T6は、遺跡i小二おいて標高の高い尾根沿いに
第72図 二升石遺跡位置図

計画されている農道新設箇所に設定した。これらのトレンチにおける層序は、表土、褐色上の地山が露出し

ており、畑地造成あるいは草地造成l勘こ旧地形が改変されたと推測した。標高180m付近に設定したT7にお

いては、附し穴状遺構1基が検出された。この附し穴状遺構は、長軸約1m、短軸0.5mの長惰性形プランを

示し、その壇上は黒褐色士であった。この道柵は、表土下約75cm下で検出された。 T7における層序は、表

土、暗褐色土、褐色士(地山)の順であり、検出帥ま第Ⅱ屈の暗褐色上層であった。山王神社付近から尾根

に向かって計画されている農道設置箇所にT24-T27を設定した。 T25及びT26から、竪穴住居跡が少なくと

も2棟以上検出された。 T25では、竪穴住居跡が重複して検出され、径60cmの範囲で焼十も検出されている。

住居跡が検出された笛所は、勾配が比較的緩やかな南向きの斜面であり、 T26においても重複して竪穴住居

跡が検手口されていることから、本遺跡における集落が営まれた中心部であると雅活用した。現在草地となって

いる標高178m付近に設定したT36では、時期不明であるが径80cmの円形士坑1基が検出された。

第73図 二升石遺跡調査区位置図
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12 農用地総合整備事業下閉伊地亭

二升石大根遺跡(KF59-2262)

所在地;下閉伊郡岩泉町尼額字長畑地囚

事業者;鯨資源公団東北支社下閉伊建設事業所

調査期日;平成15年11月6ロー7日(2日間)

遺跡は岩泉町役場から西へ約3.5kmに位置し、二升石小

学校周辺の丘陵地に立地している。

今回の試掘調査対象区の現況は主として畑地で、標高

は150m前後である。事業予定範囲のうち、切り士予定

地、道路、水路予定地を中心に試掘トレンチを計30箇所

設定した。

調査の結果、次の箇所で遺構、遺物が発見された。 T

4、 T5、 Tllでは、火山灰に類似した灰白色粉状土を
第74図 二升石大根遺跡位置図

埋土とする畝間状遺構が発見された。 T12においても同様の壇上の遺構が発見され、方形を呈していた。 T

16では直径0.3m程の柱穴状ピットが2基発見され。擦石、剥片石器が山上した。 T17では竪穴住居跡と推定

される遺構1基があり、木目状撚糸文土器片が出土した。 T18においても縄文土器が出土した。 T21、 T22、

T25では縄文土器を含む遺物包含層が発見された。 T28、 T29、 T30においても畝闘犬遺構が4条あり、等

高線に直行する方向で発見された。壇上はT4よりも若干黒味かかっていた。

第75図 二升石大根遺跡調査区位置図
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13 農用地総合整備事業下閉伊北地域

尼額上野遺跡(K G50-2071)

所在地;下閉伊郡岩泉町尼額地囚

事業者;緑資源公図東北文社卜‾闘伊北建設事業所

調査期日;平成15年Il月10口

遺跡は、岩泉町役場より南国約2.4kmに位置する。小本

川に形成された河芹段丘上に位置し、標高は約100m前

後を測る。調査区の現況は、畑地及び水間である。今車I

の調査は、ほ場整備によるもので、出面掘削箇所、水路

敷設箇所、道路予定的所に15本のトレンチを設定した

(TlへT15)。

調査対象区は小本川に向かってJR岩泉線を挟んで緩

やかに傾斜している。調査に高ま東側が畑地、両側が水間

となっている。水I用部分は一度は場鷺備されている。そ

轟言/

第76図 尼額上野遺跡位置図

のため述榔及び遺物の存在する可能性が高い畑地側から調査した。調査の結果、 T2で土坑1基、 T5で遺

物包含層を確認した。 T2で擁護された上坑は衣十両1、‾30cm、直径約70cm、埋土は薄い暗褐色で褐鉄鉱(タ

カシコゾウ)が混入していた。 T2I相月の基本相中ま第I層の耕作上直下第Ⅳ層である。同じような層序は

T2、 T3、 T6、 T8でも確認できた。 T5では、基本層序第Ⅲ層から縄文土器が数点出土した。この土層

はTl、 T4、 T7と今回の調査医し二部で確認できた。おそらく、洪水などで遺物などとともに、線路を挟ん

だ南側から流されて包含層となったと考えた。また、トレンチを広げ周囲を確認した際、他の場所の第Ⅲ層

に比べ幾分黄褐色粘土質シルトが幾分色あせていた点、第Ⅲ屑が第V層と同じ高さにあった点、沢跡らしい

黒上があった点などから、沢に土器を含んだ第Ⅲ層が流れ込んで包含層が彬成されたと考えられる。 T2と

同じように理工に褐鉄鉱が混入していた。調査l2中朝iJでは、水田掘削箇所にT9, TlO、道路予定箇所にTll、

T12、 T13を設定し調査したが遺構及び遣物は確認されなかった。水路敷設箇所のT14では約100cmで第Ⅳ層

が碓認された。遺構及び遣物は確認できなかった。同じくT15では地表手釣200c皿で第Ⅱ層を確認したが安

全面を考慮して掘り下げを終了した。水旧部分はほ揚整備のため改変されていることが分かった。
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14 主要地方道盛岡和賀線花巻市笹間地区

金栗I遺跡(ME44-1350)

所在地;花巻市南笹岡地内

事業者;花巻地方振興局土木部

調査期日;平成15年12月17日

遺跡は、 JR東北本線花巻駅の南西約7.5kmに位置し、

豊沢川右岸の河岸段丘段上に立地し、標高は104m前後

を測る。現況は、主に水田、畑地となっている。古代の

遺跡として周知されており、分布調査では、土師器、須

恵器が出土している。今回の調査は、道路改築工事に伴

うもので、道路新設部分が対象である。調査対象区は現

在水田として利用されている場所と宅地として利用され

ていた場所に分けられる。調査対象区に6本のトレンチ

を設定した(Tl-T6)。
第78図 会栗I遺跡位置図

調査の結果、 T2で大量の炭、 T3で土坑1基、柱穴6基、 T4で土坑1基を確認した。いずれも、時期を

判断する遺物を伴わなかったため時期は不明である。 T2は、水田と宅地跡を結ぶ斜面に設定した。 Tlで

は、耕作土直下地山であったが、 T2では表土直下から炭化物層が確認された。掘りこみ面に焼土を確認で

きたことから炭窯跡の可能性が考えられる。 T3は、宅地跡ほぼ中央に設定した。この場所は、周囲の地形

から見て微高地を呈しており、遺構・遺物の所在する可能性が高いと考えた。深さ30c皿の地山面で20×20c皿

大の柱穴を確認した。さらにトレンチを広げたところ、同じような大きさの柱穴を新たに5塞確認した。ま

た、同時に大きさ90×90c皿の土抗も確認した。埋土は黒色土であった。周囲に黒色土が見られないことから、

時期は不明だが宅地造成時に削平を受けていると推測される。 T4は、 T3での遺構の広がりを確認するた

めに設定した。深さ30cmの地山面において、 40×40cm大の土境を確認した。平面プランはT3の土坑に比べ

明確ではなかった。道路を挟んで設定したT5、 6の水田部分は、一度ほ場整備が行われ、宅地跡に比べ約

50cm下がっている箇所であった。調査の結果、いずれのトレンチも耕作土直下地山であった。このことから、

水田部分は旧地形が大きく改変されていると判断した。 (平成16年度本発掘調査予定)
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15 県道一関北上線改築事業

中島遺跡(ME86-8847)

所在地;江刺市稲瀬字中島地内

事業者;水沢地方振興局土木部

調査期日;平成15年7月15日(火) ・10月14日(火)

中島遺跡はJR東日本旅客鉄道㈱金ヶ崎駅の南西約3.1

k皿、胆沢城跡政庁跡北4k皿に位置し、北上川左岸の沖積

地微高地上に立地する。遺跡の標高は48m前後を測り、

現況は宅地と畑地になっている。今回の調査は、県道一

閃北上線の改築事業に伴う道路拡幅工事によるもので、

対象箇所に試掘トレンチを8本設定した(Tl-T8)。

Tlでは上境1基、柱穴1基、溝跡1条を検出した。土

境は径110cmの円形を呈し、柱穴は径40cm程であった。

溝跡は南北方向のもので幅60cm前後であった。 T2では、
第80図 中島遺跡位置図

2層中から剥片石器が出土したが、 Tlの溝跡の続きは検出されなかった。 T4では土坑1基と溝跡1条を

検出した。土抗は楕円形を呈し、長軸150cm、短軸100c皿種であった。埋土から土坑墓の可能性が考えられる。

滞跡は南北方向で幅3m以上であった。宅地跡に設定したT5では、盛土整地層の下層は、削平を受けた3

層ないし4層上面となっていた。明確な遺構は検出されなかったが、 4層中から縄文土器が出土した。 4層

下層に縄文時代の包含層が存在している可能性が考えられたので、深堀を行ったが最終的に砂礫層となり、

包含層は確認されなかった。 T7からは径50cm-120cmの土抗が4基検出され、井戸跡と思われる遺構から径

30cm-50cm級の礫が多数確認された。検出された遺構については、遺構周辺や遺構埋土から遺物が出土しな

かったことから、時期は不明である。瀬谷予察等が隣接することから、平安時代の遺構の可能性が推測され

る。また、縄文時代の土器・石器等が出土していることから、 4層へ5層中に縄文時代の包含層が存在する

可能性が考えられる。 (平成16年度本発掘調査予定)

第81図 中島遺跡調査区位置図
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16 緊急地方道路整備事業

松山前遺跡(NF68-2270)

所在地;陸前高田市小友地内

事業者;大船渡地方振興局土木部

調査期日;平成15年7月30日

本遺跡はJR大船渡線小友駅の北西約2 k皿、両替漁港の

東北東約800mに位置し、遺跡北方の箱根山から連結す

る山麓地の尾根上緩斜面に立地する。調査区はこれまで

主に畑地として利用されてきており、全域で耕作による

撹乱を受けている。尾根頂部を南北に縦断する市道によ

り調査区は束区・西区に分けられる。今回の調査では、

両区それぞれに縦横に走るトレンチを設定し、遺構・遺

物の遺存状況及び分布状況の確認を行った。

束区は南側に下る緩やかな斜面で、 Tl ・ 2の2本を

設定した。調査の結果、別図の通り住居状遺構2棟・土 第82図 松山前遺跡位置図

坑5基・円形周溝2基・柱穴状ビット数基の分布が確認

された。このうちT l中央付近の土坑は覆土に多量の焼土及び炭化物を含み、土師器饗の大型破片を出土し

た。覆土の主体土は黒褐色シルト(第Ⅱ層相当)で、住居状・他の土坑・柱穴状ピットも同様の覆土を持つこ

とから、これらも同様の時期に帰属する可能性が高い。ただし円形周溝としたものは覆土が第I層類似の暗

褐色シルトであることから遺構とはならない可能性がある。以上のように束区では標高64へ68m付近に密な遺

構分布が認められた。西区にはT3 ・T4を設定した。 T3は西区中央を縦断する方向に設定したものである

が、表土直‾印二角礫混じりの黄褐色粘土層(第Ⅳ層・地山)が露出し著しい湧水が見られた。これは、地形

図上の等高線の変化から看取されるように、トレンチが丁度沢跡を縦断するように位置するためであると判

断される。 T4と直交するT3では沢跡と重複する中央付近が最も低く、両端に向かって徐々に高くなり束

区と同様の黄褐色粘土層が地山となっている。今回設定したT3 ・ T4のいずれからも遺構等は検出されな

かったが、束区で遺構分布が確認された地形面は西区の一部へと連続しており、未調査区域に遺構等が分布

する可能性は高いと考えられる。 (平成16年度本発掘調査予定)

第83図 松山前遺跡調査区位置図
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17 緊急地方道路整備事業 沼袋地内

沼袋遺跡(KG21-O127)

所在地;下閉伊郡田野畑村沼袋地内

事業者;宮古地方振興局岩泉土木事務所

調査期日;平成15年11月5日

遺跡は、田野畑村役場より北西約5k皿に位置し、普代

川に形成された沖積地に立地している。標高は約230m

前後を測り、現況は主に畑地となっている。今回の調査

は、バイパス工事及び道路拡幅に伴うもので、調査対象

地域に10本のトレンチを設定した(Tl-TlO)。

調査の結果、柱穴1基、土坑2基が確認され、縄文土

器十数点が出土した。 T6で確認された柱穴の大きさは

40×40cmあった。確認された場所はT 6南東端から250cm、
第84図 沼袋遺跡位置図

検出面は深さ20cmの暗褐色砂質シルトである。 T7はNo,12の杭から8m西に設定した、その道路センター

杭付近で90×90c皿の土抗1基を確認した。この周囲は耕作土である黒褐色をはがすと赤褐色土が堆積してい

る。検出面はこの赤褐色土で、検出面までの深さ30c皿あった。もう一基の土抗は現在畑となっているT9道

路のセンター杭付近で確認された。大きさは100×100c皿あった。検出面は基本層序第Ⅲ層にあたる暗褐色土

である。この上層の黒褐色土(表土直下30cm)中からは縄文時代の土器が十数点出土している。

今回の調査で、遺構及び遺物はT6からT9の間でしか確認されていない。しかし、 T4からTlOの間は、

歩くと土器が表採できることから、遺構がまだある可能性がある。また、現地の地形の判断や等高線から、

沢を挟んだTlからT3側にも、広がる可能性がある。試掘で何も確認されなかったが、トレンチを伸ばし

て再度確認する必要があると思われる。また、 T10の周囲でも地形などから遺構及び遺物が発見される可能

性が高い。 (平成16年度本発掘調査予定)
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第85図 沼袋遺跡調査区位置図
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18 経営体育成基盤整備事業

先屋遺跡(ME16-1065)

所在地主花巻市西宮野田第8地割地内

事業者;花巻地方振興局農林部農村整備室

調査期日;平成15年12月12日

遺跡はJR東日本東北本線花巻駅から北へ約3 k皿に位置

し、瀬川左岸の段丘上に立地し、標高は83へ84m程であ

る。現況は主として水田、宅地、墓地である。

この遺跡はこれまで数次の調査が実施され、次第にそ

の内容が明らかになりつつある。つまり、現在ある屋敷

を取り囲むようにコの字形に堀跡があり、それが西側で

は二重となる。一部では土塁も確認されている。また12

-15世紀代の陶磁器、大型建物跡等が発掘されている。
第86図 先屋遺跡位置図

今回、周知の埋蔵文化財包蔵地内で暗渠設置工事が行われることになり、設置個所での遺構、遺物の有無

を確認するため、試掘調査を実施した。

今回の試掘調査の結果、 T3で城跡が1条、発見された。堀跡は農道の屈曲する角から13-17mの箇所で

北西一高東方同で発見され、理工は褐色シルトで末腐食の木片等を含んでいた。堀の西側は旧用水路等の撹

乱、周囲の水田の水の流入により、範囲を確定できなかった。また、堀跡東側に幅2へ3mの黄灰粘土が城

跡に沿うように分布しているのが発見され、花巻市教育委員会の発掘調査で発見されていた土塁底部の土と

同一のものと判断した。したがって新農道の屈曲する角から2lmの箇所まで遺構が存在することになる。

TlOでは土師器片が出土したが、以前のは場整備時に移動された土の中から出土したもので、流れ込みと

考えられる。 (工法協議予定)
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第87図 先屋遺跡調査区位置図
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19 ほ場整備事業八重畑地区関連調査

大西遺跡(MEO6-2345)

所在地;稗黄桃石鳥谷町八重畑地囚

事業者;花巻地方振興局農林部農村整備室

調査期日;平成15年11月13「Iへ14口、平成15年11月27口

述跡は、 JR東日本鉄道株式会社東北本線花巻空港駅の

東約2.2kmに位置し、北上川左岸の低位段丘上に立地して

いる。遺跡の現況は、宅地、畑地、水川となっており、

標高は8lm前後を測る。

今回の調査は、ほ場盤備事業に伴うものであり、昨年

度調査未了となっていた箇所及びパイプライン埋設箇

所・水路設輔所が対象である。調査対象箇所に、 19不急
のトレンチを設定した。 (T3lへT49;H14年度調査時の

ものに連続させてある。)

一丁二イ1i ,, \\

雪ドー,

第88図 大西遺跡位置図

段丘縁の畑地に、 T3lへT36を設定した。 T3lへT32にかけて、幅約160cmの溝状遺構が検出されたが、時

期及び性格は不明である。 T32では、焼士及び炭化物を伴う上境が1基検出され、その址土上面には土師器

片1点が含まれていた。この上陶器片と剛時期のものと思われる土師器片数点が、同トレンチ西側で出土し

ているが、いずれもかつての水旧床上下で出土している。

この段丘縁の畑地は、もともと傾斜地で、畑地として利用されていたが、昭和30年代後半に開田されて水

田として利用された後、再び畑地として利用されている場所であり、水田造成時に旧地形は改変を受けたと

推測されたが、試掘結果から、 T36を設定したあたりが周明と比較して標高の高い部分で、南側には緩やか

に傾斜し、西側の段丘緑に向かってはややきつい傾斜していた地形であったと思われた。住居跡等について

は、今回の試掘調査では確認できなかったが、畑地造成等により、残存状況はあまり良好ではないと思われ

るものの、地彬等から所在している可能性が高いと推測した。 (平成16年度本発掘調査予定)

第89図 大西遺跡調査区位置図
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20 経営体育成基盤整備事業 八重畑地区

関口遺跡(MEO6-1368)

所在地;稗貫郡石鳥谷町関口地内

事業者;花巻地方振興局農林部農村整備室

調査期日;平成15年11月26日

遺跡は石鳥谷町役場の南東約2.8k皿に位置し、北上川右

岸の低位段丘上に立地する。遺跡の標高は8lmへ82m前

後を測り、現況は主に水田と果樹園になっている。今回

の調査は、ほ場整備に伴うものであり平成14年の試掘調

査により調査未了区となっていた果樹園部分が調査区で

ある。調査対象箇所に9本のトレンチを設定した(Tl

へT9)。調査区は、果樹園に開殖する際、水はけをよく
第90図 関口遺跡位置図

するために旧耕作土上に40-55c肌の盛土をしたところで

あり、どのトレンチも盛土の下層に旧地形が保たれていた。層序はどのトレンチも基本層序と同様であった。

Tlからはトレンチ中央部分近くから長軸100cm、短軸45c皿の陥し穴状遺構が検出され、 T5からは径40cm大

と径60cm大の士坑が2基検出された。検出面は第Ⅲ層の黄褐色土の地山上からであり、埴土はにぷい黄褐色

土であった。 T6からは径30cm大の柱穴状遺構が確認された。埋土はやはりにぷい黄褐色土であった。 T9

からは径60c皿大のほぼ円形状の土坑が検出された。さらに範囲を広げて調査したところ、 1mくらいの間隔

でほぼ等間隔で径40c皿へ60c皿の土抗が2基検出された。理工はにぷい黄褐色土だった。遺構は調査区全域に

及ぶものと考え、これまでに設定したトレンチの精査を再度行ったが遺物を確認することはできなかった。

調査区は現在果樹園として利用されており、前回のほ場整備での削平を受けていない箇所であった。遺構の

検出は調査区の南東方向に集中したが、旧地形が比較的保たれていることから調査区全体に埋蔵文化財が所

在するものと推測される。

塾・・、‥璽百・音 醒

∴臆●三十
O l : 1000 40m 園田

第91図 関口遺跡調査区位置図
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21経営体育成基盤整備事業 八重畑地区

荒野遺跡(MEO6葛2358)

所在地;稗貫郡石鳥谷町八重畑地内

事業者;花巻地方振興局農林部農村整備室

調査期日;平成15年Il月26日

遺跡はJR東日本鉄道㈱東北本線花巻空港駅の東方約2.5

kmに位置し、北上川左岸の低位段丘上に立地する。遺跡

の標高は8lm前後を測り、現況は主に宅地、水田、畑地

となっている。今回の調査は、ほ場整備に伴うものであ

り、平成14年の試掘調査により調査未了区となっていた

畑地部分が対象である。調査対象区に7本の試掘トレン

チを設定した。該当箇所は、表土直下地山になっており、

前回のほ場整備において削平され、その上に山砂を含む
第92図 荒野遺跡位置図

盛土をしたところである。どのトレンチも基本層序と同様の層序をしていた。 Tlからは径20cm大の柱穴状

土坑2基、径30cm大の柱穴状土抗を1基、径40cm大の土抗を2基、径50cm大の士坑を3基、径60cm大の土坑

を2基検出した。検出面は、盛土直下の地山であり、埋土の色は地山の黄褐色よりやや黒いにぷい黄褐色で

あった。 T2はパイプを埋設する箇所であることから全面試掘を行った。トレンチの西側部分は5cm前後の

礫が第Ⅱ層上面に確認されたことから、深く削平を受けていると思われた。東側に進むにつれて、礫はなく

なりトレンチ東端において陥し穴状遺構を検出した。規模は長軸が180cmで短軸が60cmで、表土から検出面

である地山までの深さは30cmであった。 T6からは、径60cmと径50cm級の土坑2基検出し、 T7からは50c皿

級が2基と60cm級が2基検出された。いずれの検出面も表土直下の30emであり、埋土は暗褐色土のシルト質

で微量の炭化物を含んでいた。遺構の検出がほぼ全域にわたることから調査区全域を要本調査範囲とした。
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22 ほ場整備事業八重畑地区関連調査

中村遺跡(MEO6-2387)

所在地;稗貫郡石鳥谷町八重畑地内

事業者;花巻地方振興局農林部農村整備室

調査期日;平成15年11月26ロー27日

遺跡は、 JR東日本鉄道株式会社東北本線花巻空港駅の

束約2.7k肌に位置し、遺跡の南側を西流する北上川により

形成された河岸段丘の低位面縁辺部に立地している。今

回の調査は、ほ場整備車事業に伴うものであり、昨年度

調査未了となっていた箇所が対象である。切土予定の田

面、砂利敷農道設置予定箇所を調査区とし、 13本のトレ

ンチを設定した(TlへT13)。遺跡範囲内の西端部にあ

る水田に、 Tl-T4を設定した。いずれのトレンチに

おいても表土(耕作土)、暗灰色粘土層(水田床土)、褐
第94図 中村遺跡位置図

色粘土質シルト(検出面)、黄褐色粘土質シルトであった。

遺構及び遺物が確認できなかったため、トレンチ内において、十数か所程可能な限り、重機で深堀を行っ

たところ、第Ⅳ層は3m以上は堆積していることがわかった。遺跡内中央部に近い水田部分にT6-Tllを

設定した。 TlへT4を設定した田面より、標高が約0.8mほど低い田面である。第Ⅲ層の上面では、遺構及

び遺物は確認できなかったが、約10cmほど掘り下げたところ、 T7において径30cm大の柱穴が2基、 T8に

おいて径20em大の柱穴が4基確認された。 TlOにおいては、径15c皿の柱穴が確認され、その埋土には縄文時

代の土器片が含まれていた。遺跡の南端縁辺部にかけてT9を設定したところ、農道設置予定箇所において、

表土直下で大量の炭化物粒及び焼土が確認され、その上面から縄文土器が出土した。残念ながら過去の水田

造成により地形改変を受けているため、明確なプランを確認することはできなかったが、竪穴住居跡である

と推測した。検出された遺構及び遺物は、褐色粘土質シルト層の上面から約10cmほど掘り下げたところで検

出されている。

第95国 中村遺跡調査区位置図
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23 中山間地域総合整備事業町井地区関連調査 利

畑中遺跡(ME38-0373)

所在地;和賀郡東和町町井2区地囚

事業者;花巻地方振興局農林部農村整備室

調査期日;平成15年10月30ロー31口、平成15隼11月28日

遺跡は、東和町役場から南東へ約l.8km離れた河岸段丘

の縁辺部に立地しており、遺跡の北側約10mを猿ケ石川

が曲流している。遺跡の標高は、 106m前後を測り、現

況は宅地、水田及び畑地となっている。

今回の調査は、ほ場整備事業に伴うもので、切上とな

る田両、農道拡幅予定部分及び排水路設置予定箇所が対

象である。遺跡範囲及びその隣接地に幅約220c皿のトレ

ンチを48本設定した(TlへT48)。宅地部分を境にして

西側の水田部分(東側調査区)のトレンチにおける層序

町 田

二‾‾‾ ‾へへへ二二二二三二二」:ミミ

第96図 畑中遺跡位置図

は、表土(水田耕作土)、暗青灰色士(水田床上)、青灰色粘土質シ)レトの順であった。北側の縁辺部に設定

したトレンチにおいては、粘土質シルト下層に、砂礫層があらわれた。かつて、このトレンチを設定した箇

所には、沢が流れ水車小屋があったとの話しを地元の人から伺った。

宅地部分から西側の畑地部分(西側調査区)についてであるが、旧来の遺跡範囲隣接地に設定したトレン

チから、遺構及び遺物が碓認された。 TlOにおいては、時期不明であるが、径80cm大の円形土坑1基が検出

された。 T18においては、第Ⅱ屑及び第Ⅲ層から縄文時代中期のものと思われる数十点の土器片が出土し、

径80cm大の円形上境l基が検出された。 T15においては、縄文土器片1点が出土したが、遺構は確認できなか

った。西側調査i幻こおいて最も標高の高い畑地からは、掘立柱建物1棟が検出された。これらのことから、

住居跡等の集落が所在している可能性があると推測した。 (平成16年度本発掘調査予定)

第97図 畑中遺跡調査区位置図
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24 ほ場整備事業江釣子第一地区関連調査

新平遺跡(ME55-0081)

新平屋敷遺跡(ME55-0062)

所在地;北上市江釣子地内

事業者;北上地方振興局農林部農村整備室

調査期日;平成15年5月6日へ13日

遺跡は、 JR東日本鉄道株式会社東北新幹線北上駅より

北東約6.6k肌に位置し、北上川支流の新堰川が形成した沖

積地上に、舌状に張り出した丘陵上に立地している。新

平遺跡は、過去に発掘調査が実施され、その発掘成果等

から古代駅家擬走地として、遺跡の一部が昭和38年に県

指定史跡の指定を受けている。本遺跡は、平成12年度実

施の分布調査により、遺跡範囲が拡大している。

また、新平屋敷遺跡は、近世の環濠屋敷として名高く、
第98図 新平・新平屋敷遺跡位置図

土塁も一部残存している。

今回の調査は、ほ場整備事業に伴うものであり、水路敷設箇所、農道新設箇所及び切土予定の田面を対象

とし、調査対象区域に159本のトレンチを設定した(TlへT159)。

この報告では、新平屋敷遺跡周辺で検出された遺構及び出土遺物が、新平遺跡あるいは新平屋敷遺跡のど

ちらに属するか明確な区分を兄いだせなかったため、一括で報告するものである。標高9lm前後を測る水田

に設走したT24では、縄文土器及び土師器が出土し、竪穴住居跡2棟が表土から110cm下で検出された。その

煙出部と思われる部分には焼土が認められた。 T26においては、表土から35cm下で住居跡1棟が検出され、

この遺構の周囲から縄文土器も出土している。 T25では、住居跡は検出されなかったが、縄文土器の遺物包

含層(厚さ約50cm)が確認された。現在畑地となっている箇所にT29を設定した。 T29においては、遺構は

確認できなかったが、この畑地の表土には多量の土器片が含まれていることを確認した。 T24へT26、 T29で

の調査で検出された遺構等から、この範囲においては、少なくとも古代と縄文時代の2枚の遺構検出面が所

在すると思われる。

標高87m-90m前後の水田部分に設定したT22、 T57、 T131、 T156、 T157でも古代のものと推測される住

居跡状遺構が検出された。現在、本遺跡は、盛土を施された県道で東西に隔てられているが、地形は連続し

ており、検出状況から、トレンチを設定しなかった部分にも住居跡等の遺構が所存しているものと思われる。

T16へT17、 T58-T59では、連続していると思われる溝跡が検出された。

県道を隔てた東側部分についてであるが、新平屋敷遺跡南側の現在農道となっている旧道沿いに設定した

T99において、幅70へ80cm程の溝が検出された。この旧道は、新平屋敷の環濠脇を適っていたようであるが、

駅家擬低地までの重要路であったことから、 T99において検出されたこの溝は、道路付属施設(道路側溝)

の可能性もあると推測した。

低地の水田に設定したT120では、トチノミ、クルミ等の堅果類の種皮、種子類及び多くの炭化物と人為的

に切り倒された樹木が出土し、その近くでは溝跡が検出されており、トレンチ設定箇所以外にも埋蔵文化財

が所在している可能性が高い。

以上のことから、本遺跡は、縄文時代と古代の大規模な集落跡であると思われる。 (平成16年度本発掘調

査予定)
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第99図 新平・新平屋敷遺跡調査区位置図
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25 ほ場整備事業二子地区関連調査

中島遺跡(ME56-1263)

所在地;北上市二子町字中島地内

事業者;北上地方振興局農林部農村整備室

調査期日;平成15年5月6日一5月7日

遺跡は、 JR東日本鉄道株式会社東北新幹線北上駅より

北東約3.6k皿に位置し、北上川支流の大堰川左岸の微高地

に立地しており、西川日遺跡と隣接している。標高は、

61m前後を測り、現況は主に畑地及び水田となっている。

今回の調査は、ほ場整備事業に伴うもので、農道及び

排水路設置予定箇所が対象である。調査対象区及び遺跡

隣接箇所に18本のトレンチを設定した(Tl-T18)。

TlへT4は、北側の砂利敷農道及び排水路設置予定

個所に設走した。トレンチにおける層序は、水田耕作土
第100図 中島遺跡位置図

である表土、暗褐色土、漸移層、地山である褐色土となっていた。これらのトレンチからは、遺構及び遺物

は確認できなかった。 T5へT8は、南側の砂利敷農道予定箇所が対象である。 T5からは、焼土を伴う竪穴

住居跡1棟、土坑1基が検出された。住居跡は、 1辺が約3m前後で、隅丸方形のプランを示していた。

住居跡の壇上には、土器片が含まれており、炭化物粒も多く含まれていた。 T6へT7では、遺構及び遺物

は確認できなかったが、 T8へT9は、給水栓設置予定箇所に設定した。 T8においで、表土下の盛土層から

摩滅した土器片が出土したが、畑地造成l勘こ流れ込んだものと思われる。遺跡範囲外ではあったか、表土に

遺物が散在していた隣接の水剛こトレンチを設定した(T10-T18)。層序は、水田耕作土、泥炭層、グライ

化した粘土層であり、遺構は確認できず、遺物は流れ込んだものと推測した。 (工法協議予定)

第101図 中島遺跡調査区位置図
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26 ほ場整備事業二子地区関連調査

山口遺跡(ME36-2394)

所在地;北上串更木、花巻市束十二丁目地内

事業者;北上地方振興局農林部農村整備室

調査期日;平成15年12月15ロー16日、 12月25日へ26目、

自戒16年1月7日、 20ロー21口、

2月9日へ10日 計9口

遺跡は、 JR東日本鉄道株式会社東北本線村崎野駅の北

東方同約4k爪に位陸し、北上川によって形成された自然

堤防上の立地しており、現況は水田及び宅地となってい

る。今回の調査は、ほ場整備事業に伴うものであるが、

ほ場の詳細設計がまだ完成する前に行ったものであり、

水路設置予定箇所及び盛土予定以外のすべての出面を対

象に、旧来の遺跡範囲を中心に遺構の拡がり等を確認し
第102図 山口遺跡位置図

ながら、調査を実施した。調査対象区域に68本のトレンチを設定した(TlへT68)。

糟盃の結果、旧来の遺跡範囲を越えて、遺構の肱がりが確認された。遺跡内において、比較的標高の高い

田面に設定したT15では、表土直下20c皿で古代の竪穴住居跡が2棟重複して検出され、検出面の埋土上面には

土師器片が含まれていたが、遺構理工のほとんどは、過去の開田及びほ場整備事業による削平を受けていた。

T17においては、表土下約80c皿で竪穴住居跡が1棟検出された。柱穴の多くも、標高の比較的高い田面で確

認されている。 T20では、幅40cmで、 5 × 5mの規模の方形周溝が1基検出された。この方形周溝が検出さ

れた水田も比較的標高の高い水田である。また、 T20を設定した田面の東側のT13では、壌土上面に十和田

a降下火山庚が址土上面に見られる溝が1条検出された。畝闘犬遺構の一部ではないかと推測し、周囲に同

様の遺構があるかどうかトレンチを拡大して確認しようとしたが、過去に行われたほ場整備事業等で受けた

地形改変のためか、確認できなかった。

遺跡範囲隣接地である南側の水間こ設定したT40では、縄文時代の陥し穴状遺構が検出されたが、遺物等

は、今回の調査では確認できなかった。

遺跡範囲隣接地である北側の水剛こ設定したT52-T67では、地山まで約1m以上もあった。これらのト

レンチからは、遺構及び遺物は確認できなかった。

以上のことから、今回の試掘調査によって遺構が集中して検出されたのは、現在比較的標高の高い水田で

あり、この水師ま北上I旧こよって形成された自然堤防部分と推測され、集落は、この自然堤防上に広がって

いたと考えられる。

また、この集落部分と推定される区域の北側で方形周溝が1基検出されていることから、墓域がこの集落

部分の北側に所在していた可能性が高いと思われる。

さらに、 T13で検出された∵十和田a降下火山灰が見られた溝は、その形状及び規模から畝間状遺構の一部

である可能性も否めないことから、集落刷こおける生産の場として畑地が、 T13を設定した水田周辺に所在

していたと推測した。

本遺跡は、縄文時代と古代の複合遺跡であることが今回の調査により判明した。
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第103図 山口遺跡調査区位置図
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27 経営体育成基盤整備事業 更木新田地区

巾の川I遺跡(ME46-0343)

所在地;花巻車両他聞地囚

事業者;北上地方振興局農林部農村整備雫

調査期日;平成15年12月16口

遺跡は、 JR東日本鉄道(鞠東北本線村崎野駅より北東約

4.7k皿に位置し、北l二川左告の沖積地微高地上に立地して

いる。標高は67m前後を測る。上臨兄は主に水旧となって

いる。今回の調査は、ほ場整備に伴い実施したもので、

遺跡の範囲を確定することを口的とし、田面及び、排水

路新設箇所が対象である。排水路は既存の士側溝を掘削

して新設するが、来年も使用するため、上側溝から1m

離した場所にトレンチを設定した。調杏対象i刈こ25本の

トレンチを設定した(Tl-T25)。
第104図 市の川I遺跡位置図

調査の結果、排水路新設箇所のT2において、西端からl.2m、深さ60cmの地点で、平面が長軸3m短軸

1.5mの楕円形の上坑1基、長軸2 m鮒油0.7mの楕円形の土坑1基を碓認した。壇上は共に黒褐色であった。

トレンチを広げ遺構の有無を碓認したが、調査したlし冊iでは確認できなかった。 T2から調査未了区の田両

方面に向かって緩やかに高くなっていくことから、遺構は調査未了i幻こ広がることが推測される。

T12において、耕作上中から縄文上器が2)出」上した。耕作土中から山上したこと、トレンチを広げ遺構

を確認したが無かったこと、他の試掘箇所では、縄文の遣物、遺構は基本層序第Ⅳ層もしくはV層で碗認さ

れていることなどから考えて、道柵に伴うものではないと判断した。この周囲は、昭和初期に開田されてい

ることから、周I帥こ縄文の遺跡が存在することが推測される。

そのほかのトレンチからは、遺構及び遣物は確認できなかった。

雪
。

0 1 : 1500 60m

第105図 市の川I遺跡調査区位置図
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28 経営体育成基盤整備事業 更木地区

小川屋敷遺跡(ME46-0325)

所在地;北上市更木新田地内

事業者;北上地方振興局農村整備事務所

調査期日;平成15年12月15日(月) ・16日(火)

平成16年1月20日(火) ・21日(水)

ク 2月9日(月)・10日(火)

遺跡は北上市役所の北北東約6.8k皿に位置し、北上川I左

岸の沖積平野に立地する。遺跡の標高は67m前後で、現

況は主に水田と宅地になっている。今回の試掘調査は、

ほ場整備事業に伴い農道及び水路設定箇所、切土となる

曲面が対象であり、事業予定箇所に試掘トレンチを46本
第106図 小川屋敷遺跡位置図

設定した(Tl-T46)。

調査の結果、 T23、 T26、 T33、 T36から竪穴住居跡を検出した。規模は一辺3.5m一最大8mの円形又は方

形状で、いずれの住居跡も埋土に焼土を含んでいた。 T33とT36の住居跡からは土師器が出土した。 T34から

は陥し穴が検出されたが、その規模は長軸375cm、短軸40cmで溝状を呈するものであった。 T23では、径35cm

と径50cmの円形土坑2基と60cmx35cm、 58cmX42cmの楕円形の土坑2基を検出した。また、トレンチを横断

する形で幅が55cm-35cmの溝跡を検出している。 T25からは径80cmの円形の土抗を検出し、 T32からは、 I10

cmx80cmの土塊を検出している。 T35からは径35cmの土抗を検出し、 T45からは20cmX30cmと70cmX50c皿の

楕円形の土抗を2基、径40cmの土境を1基検出した。調査区一帯は、遺構が多数検出され遺物も出土してい

ることから、この一帯は古代の集落であった可能性が高い。
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第107図 小川屋敷遺跡調査区位置図
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29 経営体育成基盤整備事業 更木新田地区

小川屋敷遺跡隣接地(ME46-0335)

所在地;北上正史水耕用地囚

事業者;北上地方振興局農林部農村鷺備軍

調査期日;平成16年1月21日

調査対象区は、 JR東日本鉄道(籾東北本線村崎野駅より

北東約4.7k皿に位置し、北上川左岸の沖積地微高地に立地

している。標高は67m前後を測る。現況は、主に水田と

なっている。今回の調査は、ほ揚整備に伴い実施したも

ので、遺跡の範囲を碗定することを日的とし、出面及び、

排水路予定箇所が対象である。調査対象I幻こ8本のトレ

ンチを設定した(TlへT8)。

調査の結果、古代の住居跡4棟、溝2条、上端2基を

確認した。 Tlでは、古代の住居跡1裸、上境1基、溝
第108図 小川屋敷遺跡位置図

1条を確認した。住居跡は、 20cmの深さで碓認した。大きさは350×350cmの規模であった。土境は深さ30cm

で確認した。大きさは40×40c皿で壇上に上師器の底部と炭化物を含んでいたことから、古代の遺構と考えら

れる。満は、帖25cmでトレンチ内での長さは10mあった。時期は不明である。 T2を設定した場所は表土が

基本層序第Ⅲ層の黒色上で、耕作上直下20c皿で古代の住居跡1棟を碓認した。理工は暗褐色士で焼土ブロッ

ク、暗褐色ブロック、炭化物を含んでいた。 T3では、古代の住居跡を碓認した。埋土に土師器を含んでい

た。 T4では、表上直下80cmで、上坑1基を確認した。長軸140cm、短軸70cmの大きさであった。 T6では、

表土直下50cmで住居跡1棟を碓認した。壇上は暗褐色で土師器片を含んでいた。 T7では、深さ80cmで溝1

条を碓認した。理工に炭化物が含まれていたことから紐の煙道部の可能性も考えられる。

調査対象区周辺からは、住居跡、上坊等、多くの道櫛が確認されていることから、遺跡の申し、部分と考え

られ、道路を挟んで東側の水旧部分にも遺跡が広がる可能性もあると考えられる。

第109図 小月i屋敷遺跡隣接地調査区位置図
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30 ほ場整備事業更木新田地区

駒板遺跡(ME36-2371)

所在地;花巻市束十二丁目字穂貫田地囚

事業者;北上地方振興局農林部農村整備室

調査期日;平成15年12月15日へ12月16日(2日間)

遺跡は遺跡は花巻市役所から南東に4.7k皿の北上川左岸

に形成された自然堤防上に立地し、標高はおよそ67m前

後を測り、北上市との市境にある。現況は主として水田

である。平成12年の分布調査によって発見された遺跡で

あり、過去には縄文時代(晩期)の土器、石鍼が発見さ

れていた。

今回、ほ場整備事業実施にあたり、埋蔵文化財との事

前調整のため、試掘調査を実施した。 T4における基本
第110図 駒板遺跡位置図

層序は第1層:耕作土、灰褐色上、層厚25cm、第2層:褐色上、層厚15cm、第3層:褐色十と黒褐色土の浪

士、屈原23cm、第4層:黒褐色土、層厚37cm、第5層:茶褐色士、屑厚38cmであった。

Tlでは、縄文時代に属する直径2,4m以上の竪穴住居跡1棟、 T 2でも縄文時代の直径2.5m以上の竪穴住

居跡1棟が発見され、それぞれ縄文土器(中期一後期)が出土した。 T3では、須恵器壷を埋設した円彬ピ

ット1塞、縄文時代の遺物包含層、 T4では内黒土師器を含む遺物包含層、縄文時代の遺物包含層、直径

0.8×0.5m、深さ0.3m以上の規模の縄文時代に属する円形ピット1基、 T 5は黒褐色士から縄文土器が出土

し、遺物包含層であることが判明した。 T6では長さ4.7m以上、巾0.5mの溝跡1条、 0.9×1.8m、深さ0.5の

長楕円形のど、ノト、 0.3×0.5mの範囲に焼十のまとまりがあった。 T7では遺構、遺物は確認できなかった

が、 T6と同様の層序であった。 T8では、全面に縄文時代の遺物包含層があったが、 T3よりは含まれる土

器の量が少なかった。また直径0.3m以上の範剛こ炭化物が集中していた。 T10では黒褐色シルトが縄文時代

の遺物包含層となっているが、土

第111図 駒板遺跡調査区位置図
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器はそれほど多く含まれていなか

った。その他のトレンチでは遺構、

遺物とも発見されなかった。



31農用地総合整備事業下閉伊北地域関連調査

上和野遺跡(KF69-O139)

所在地;下閉伊郡岩泉町二升石字上知野地内

事業者;鯨資源機構東北支社下閉伊北事業所

調査期日;平成15年11月6日

遺跡は岩泉町西部の二升石地区の小本川左岸の丘陵斜

面に立地している。奈良時代一平安時代の散布地として

周知されており、過去に土師器や石器が発見されていた。

遺跡の標高は177へ183m程で、主に畑地として利用され

ている。

今回、畑地整備実施にあたり、埋蔵文化財の有無と範

囲を確認するため、試掘調査を実施した。試掘トレンチ

は合計22本設定した。

その結果、次の箇所で遺構、遺物が発見された。 T l、

第112図 上和野遺跡位置図

T2、 T4、 T5、 T16、ではピットが合計10基

発見され、直径20cmのものが多く、 40cmを超えるものもあった。 T13では陥し穴状遺構が1基、発見された。

T17では長軸70cmの焼土が1基見つかり、周囲から土師器が1点出土した。 T 3では竪穴住居跡1棟があり、

長さは2.5m程で、焼土を含む埋土の深さは26cmで、遺物は出土しなかった。 TlOでも竪穴住居跡1棟があり、

長さは3,5m以上で、埋土は45cmの厚さで、須恵器が1点出土した。トレンチ下方に直径70cm以上の焼土があ

り、礫も見られたことから、カマドの一部である可能性が高い。 T11ではトレンチ長軸方向に直行する溝が

あり、幅35cm程であった。周囲の推積土も、 T10の住居跡埋土に類似しており、住居跡の周溝と考えられる。

以上のことから奈良一平安時代の集落が存在することが判明した。陥し穴状遺構も発見されていることか

ら縄文時代の遺構が存在する可能性も高い。

第113図 上和野遺跡調査区位置図
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32 経営体育成碁盤整備事業 白山地区

内屋敷遺跡(NE47-0163)

所在地;胆沢郡前沢町白山宇内屋敷地内

事業者;水沢地方振興局農政部農村悠個室

調査期日;平成15年10月22口、 Il月14口、 12月15口

遺跡は前沢町役場の北東約4.6k皿に位置し、北上川右岸

の沖積地微高地上に立地する。遺跡の標高は29m前後で、

現況は宅地と水田になっている。今回の調査は、ほ場整

備事業に伴う水路の埋設工事によるもので該当箇所に試

掘トレンチを39本設定した(Tl-T39)。 T19から滞状

の土抗と縄文土器を検出した。形状を把握するためにト

レンチの幅を広げたが、規模が大きく形状はつかめなか

った。 T21からは、径22cmの円形状の遺構が1基検出さ
第「14図 内屋敷遺跡位置図

れ、 T24からは、径約30emの円形状の遺構が1基検出された。 T25の中央部分から、薬研堀に類似する堀状

遺構を検出した。上嶋約2mで検出而からの深さはl,4mで、理上の上部に灰白火山灰ブロック層がレンズ状

に堆積していた(十和田a降下火山灰に類似)。したがって当該遺構の年代は10世紀初頭よりもさかのぼる

ものと推測される。 T27の南端部で、被熱赤変した棒状礫と土師器小型饗が出土した。 T28からは第Ⅱ層中

から土師器片を検出している。 T29へT39の調査区は、旧表土にあたる層が確認されなかったことから、水

田造成の段階において地形改変を受けている場所であった。 T37においで、堀状遺構と径120cm大の土境が1

基検出されている。

これらのことから遺跡の中心部分は、 T37で検出された塊状遺構を挟んで南側の旧地形が比較的残存して

いる畑地と、 T19の溝及び上境が検出した周辺と考えられる。 (平成16年度本発掘調査予定)

第115図 内屋敷遺跡調査区位置図
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33 ほ場整備事業白山地区関連調査

用前遺跡(NE47-0042)

所在地;肌沢那前沢町口中字川前地囚

事業者;水沢地方振興局農政部農村整備墨

調査期11 ;辛成15年12月18LI

遺跡は、 JR東北本線陸中折居駅の南東的2.3kmに位置

し、北上川右岸の沖積平野にある微高地に立地している

現況は畑地であり、遺跡の周囲は水間となっている。今

回の調査は、ほ場整備弓手業に伴うもので、切上予定の畑

地及び隣接する出面に7本のトレンチを設定した(Tl

へT7)。

Tl、 T3及びT4を畑地に設定したところ、 T3及び

T4において、約4mの規模を持つ方彬周滞1基が、第

Ⅲ層下面で検出された。周溝の申柄ま、約120cmほどで、
第116図 川前遺跡位置図

隅丸万彬のプランを呈しており、その持上には、上師器片が含まれていた。周溝のプランを確認するために、

T4を水川部分まで拡げたが、過去のほ揚幣備等によって受けた地形改変により、周溝の一部は、削平され

ていた。

遣物は、 T3の第Ⅲ層から、上帥器片が数点出上しているほか、畑地から摩滅した土器片2点が表探された。

T2、 T5へT7を方形周溝が検出された微高地脇の水l用こ設定した。いずれのトレンチにおいても、層序

は、水旧耕作上、衣上、水間昧上、地中である褐色上の順となっており、水田においては、すでに地形改変

が行われていたことが伺え、遺構及び遣物は確護できなかった。

以上のことから、本遺跡において、旧地形が良好に残存している部分は、 Tl、 T3及びT4を設定した微

高地のみであり、その周囲に所有する水川部分においては、地形が改変されており、旧地形は残存していな

いと判断した。 (平成16年度本発掘調査予定)
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34 ほ場整備事業白山地区関連調査

道上遺跡(NE47-0045)及び隣接地

所在地;胆沢郡前沢町白用字川前地内

事業者;水沢地方振興局農政部農村整備室

調査期日;平成15年12月18口

平成16年3月1日へ8Fl

遺跡は、 JR東北本線陸中折居駅の南東約2・3kmに位置,塁

し、北上川右岸の沖積平野にある微高地に立地している。
ニ

現況は、主に畑地及び水田となっており、標高は約3lm

前後を測る。今回の調査は、ほ場整備事業に伴うもので、

切土予定の畑地及び田面、農道及び排水路設置箇所が対

象となる。

平成15年12月8口に、旧来の遺跡範囲内外を対象に試
第118図 道上遺跡位置図

掘調査を実施したところ、遺跡範囲を越えて遺構及び遺

物が確認されたことに加え、遺跡範囲内の地形等の観察から、 i「醜形が比較的良好に残存していると判断し、

平成16年3月1日へ8日に追加試掘調査を実施したものである。調査対象箇所に、合計133本のトレンチを

設定した(Tl-T133)。

旧来の遺跡範囲内には、 T129へT133を設定した。 T130においては、時期は不明であるが、理工に焼士及

び炭化物粒を大量に含む土坑4基が検出された。現在の畑地から出面まで連続するようにT131を設定した。

T131においては、径30cm大の柱穴が6基検出され、 200×130cmの規模で隅丸長方形のプランを持つ上境1基

が検出された。この上抗が検出された周辺から、トレンチの南端部にかすて、土師器片数点、近世のものと

考えられる染付の陶磁器片1点が出土し、トレンチ南端部周辺では、検出面に多くの土師器片が含まれてい

た。 T132においては、柱穴が7碁、埴土に土師器片及び炭化物粒を多く含む120×70cmの楕円形を呈する土

坑1基が、 T133では、柱穴1基が検出された。

旧来の遺跡範囲を越えて遺構及び遺物が確認されたこと等から、遺跡隣接地で埋蔵文化財が所在する可能

性が高いと思われる区域に、 128本のトレンチを設定した(TlへT128)。これらのトレンチを設定した区域

の大半は、現在水田であり、過去には場整備等が実施されていたが、遺構及び遺物が広く確認された。検出

された遺構は、竪穴住居跡31棟、上境類49基、柱穴状129基、溝跡18条、古代の包含層及び縄文時代の陥し

穴1基である。竪穴住居跡は、現在畑地及び宅地となっている微高地上のみならず、周囲の曲面でも検出さ

れている。田面で検出された竪穴住居跡の残存状況は良好ではなかったことから、過去のほ場整備事業等に

よる地形改変を伺わせた。

また、士抗、溝、柱穴状等の遺構も広範囲において検出され、遺物についても広範囲から出土している。

以上のことから、本遺跡は北上川によって形成された自然堤防上に営まれた古代の集落跡であることが推

測され、それぞれの遺構の属する時期は明確ではないものの、検出された遺構数及びその範囲から、集落の

規模は大規模であったと思われた。また、陥し穴状遺構が1基検出されたこと、その検出された遺構から離

れているが、曲面から縄文時代のものと思われる土器片1点が出土していることから、縄文時代の集落等も

本遺跡に近接して所在している可能性があると推測した。

本遺跡は、縄文時代と古代の複合遺跡であることが、試掘調査結果から判明した。 (平成17年度本発掘調

査予定)
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第119図 道上遺跡調査区位置図
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35 経営体育成碁盤整備事業 増沢東部

金打遺跡(ME97-1314)

所在地;江刺市岩谷堂地内

事業者;水沢地方振興局農政部農村整備室

調査期日;平成15年11月4日、 5日、 14日、 25日

遺跡は江刺市役所の北東約2.8kmに位置し、人首川右岸

の低位段丘上に立地する。遺跡の標高は5lmへ54mで現

況は主に水田と宅地になっている。今回の試掘調査はほ

場整備事業に伴い農道及び排水路設定箇所、切土となる

田面が対象で、該当箇所に試掘トレンチを92本設定した

(Tl -T92)。調査の結果、 TllとT32から土抗が検出さ

れた。 Tllで検出した土坑は、第Ⅲ層上からで長軸は80

c皿、短軸は70c皿の円形で、埋土はグライ化が進みやや青

灰色を呈していた。 T32は長軸150cm、短軸140cmでほぼ
第120図 金打遺跡位置図

円形の土抗であった。この地区は昭和30年代にほ場整備を受けており、切土だった面は表土直下地山で、盛

土が行われた地区は旧耕作土が残っている箇所もあった。 T32一帯は耕作土(盛土)の20へ30cm下は地山に

なっていた。 T4l、 45、 46、 50、 51、 71、 72、 8l、 89からは縄文土器が出土した。出土した層は第Ⅱ層の黒

灰色土下層からであった。土器の出土した一帯は幅が2mほどの畦道の直下、もしくは周辺であり、量は比

較的多く広域にわたっていた。多くの田面が前回のほ場整備において削平を受けた中で、この畦道とその周

辺は、旧地形をそのまま生かす形で作られた可能性が高い。 T81から出土した土器は、摩滅しており周辺か

ら出土しないこと、削平の際に地山が削られた箇所であることから流れ込みと判断した。 (平成16年度本発

掘調査予定)
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第121図 金打遺跡調査区位置図
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36 経営体育成基盤整備事業増沢東部地区

新地野道卜遺跡(ME97-0393)

所在地;江刺直岩谷′葦地囚

事業者;水沢地方振興I,出塁政部農村終備宅

調査期日;平成15隼11月25II、 12月17= (2出川)

遺跡は江刺両役所から北東へ約3k爪の人音川右芹の低

位段丘上に立地している。現況は水間、採草地等で、東

側に接する水旧から約3m枠の比高があり、標高は55へ

60m程となっている。

今回の試掘調査はほ場整備事業実施に伴い、排水路及

び切り士予定「li区を対象した。試掘トレンチは計9簡所

設定した。

調査の結果、何れの簡所も過去の造成で削半を受けて
第122図 新地野道下遺跡位置図

いたが、 Tl、 T2では遺構、遣物が発見された。 Tlの北側において2.2mxl.8m以上、深さ0.25mの竪穴

住居跡1裸とそれに伴う桂穴が確課された。地上からは縄文時代前期の土器が出土した。また同じトレンチ

から十坑4基が発見され、 l.7mXO.6m-0.6mxO.3mの規模であった。壇上に炭化物が多く含まれるものも

あった。 T3では近代以降の陶磁器片1点、 T4、 T5では比校的新しい時期と考えられる溝跡等があった。

以上のことから縄文時代前期を中心とした道跡であることが判明したが、同じ地I刈こ益沢院という地名も残

っていることから勝原氏閃係の遺構も付近に存在する可能性が高い。 (半成16年度本発掘調査予定)

第123図 新地野道下遺跡調査区位置図
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37 ほ場整備事業白山地区関連調査

岩谷堂柳沢Ⅱ遺跡(ME97-0364)

所在地;江刺市岩谷堂地囚

事業者;水沢地方振興局農政部農村整備室

調査期日;平成15隼Il月4-5旧Ilへ1211

遺跡は、江刺I層勘所の北東約3k皿の人出i旧居のI前夫

地上に立地し、標高は55へ60mを測る。現況は、主に水
子‖

田となっている。今回の調査は、ほ場整備事業に伴うも

ので、農道及び排水路設置箇所、切上予定の出面が対象

である。調査対象区及び遺跡隣接箇所に66本の試掘トレ

ンチを設定した(TlへT66)。

精査の結果、 T62において平安時代前期と推定される

水旧跡が、 Tllにおいては、時期不明の上坑1基が検出

され、 T44においては縄文晩期の土器片数点が出上した。
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第124図 岩谷堂柳沢Ⅱ遺跡位置図
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水田跡についてであるが、表土直下20cm卜●で、十和旧a降下火中庚層が確課され、その卜咽に水間耕作土と

推定される黒色上層が検出され、トレンチを出面へ肱げたところ、当安時代のものと推定される出面及び畦

畔が表土卜20cmで検出された。 Tllで検出された士抗は、長軸100×短軸70cmの長精出彬のプランを示してい

たが、遺構の三分の・は、稲十し用杭による撹乱を受けていた。周し相こ、他の遺構及び遺物は確認できなか

った。

T44で出上した縄文上器であるが、表土から約85cm下の暗出火色砂層から出上した。 I用)即こ遺構は碓認で

きなかった。この層の卜は青灰色砂礫層であり、礫の大きさ及び砂等の観察から、旧河道であると推定した。

これらの土器片は、摩滅が激しく、 i帖可逆部に堆積した砂層から出上していることから、旧河道の上流部か

ら流れ込み、流れの緩やかになった箇所にとどまったものと刷新した。 (、宮城16年度本発掘調査予定)
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第125図 岩谷堂柳沢Ⅱ遺跡調査区位置図
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38 広域農道整備事業東磐井地区

大登I遺跡(OFO2-1059)

所在地;東磐井郡千厩町小梨字大登地内

事業者;千厩地方振興局農林部農村整備室

調査期日;平成15年12月5日

遺跡は、 JR東日本大船渡線小梨駅から南東へ3.2k皿の

丘陵上と、それに接する水田面に位置している。現況は

水田と荒れ地になっている。

この遺跡は昭和30年代末に暗渠排水工事を行った際

に、水田下から多量の縄文土器や石棒が出土し、地元の

学校教員や児童により遺物採取、保管が行われ、地元で

話題になった遺跡である。

今回、周知の埋蔵文化財包蔵地内で残土捨て場設置工
第126図 大登I遺跡位置図

事が実施されることになり、それに先立ち、事業予定地内の埋蔵文化財の有無を確認するため、試掘調査を

実施した。

その結果、 T8、 TlO、 T12へT14で縄文時代後期一晩期の遺物包含層1箇所が発見された。 T8では比較

的大きめの縄文土器、 TlO、 T13でも縄文土器、 T12では多量の土器、石器、剥片、 T14では縄文土器1点

が出土した。

遺物が含まれていたのは、黒もしくは褐色系統の土で、範囲はT8では水田端から2.9m、 TlOでは水田端

から5m、 T12では3.5m、 T14では同じく3,5mの所までの範囲であった。 T8では、昭和30年代末に設置さ

れた暗渠によって、遺物包含層が一部破壊されていた。

この他の箇所では遺構、遺物とも発見されず、木片等を含む厚い粘土層等が堆積し、その中に縦横無尽に

暗渠が巡らされていた。暗渠は深いものだと地表から1m程の深さに設置されたものもあった。なお、事業

予定地内の標高が高い地区の基盤は風化した花崗岩層、標高の低い方は砂礫層となっている。 (工法協議予

定)
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第127図 大登I遺跡調査区位置図
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39 中山間地域総合整備事業 日頃市西地区

丹野遺跡(NF28-0244)

所在地;大船渡市日頃市地内

事業者;大船渡地方振興局農林部

調査期日;平成15年10月20日一21日

平成15年12月3日へ4日

調査対象地区は、 JR東日本旅客鉄道〈㈱大船渡線盛駅よ

り北西約5kmに位置する。郷道川支流の沢に形成され

た斜面に立地し、標高は112へ127mを測る。現況は、水

田である。今回の調査は、ほ場整備に伴うもので、切土 ミ

出面、水路敷設箇所に33本のトレンチを設定した(Tl

へT33)。

調査の結果、沢を挟んで北側からは、大型住居跡1棟、

竪穴住居跡1棟、基坑1基を確認した。 T6で確認した
第128図 丹野遺跡位置図

竪穴住居跡は表土直下20c皿の深さで、直径4 mの大きさ

であった。 T7の大型住居状遺構は、確認できたのはプランの一部だけであったが、半径だけで7mもあっ

た。遺構に沿って柱穴4基と溝と思われる遺構も確認された。遺構に伴う周溝と柱穴と考えられる。 T6、

T7それぞれの遺構は、縄文土器を数点伴って検出されていることから、縄文時代の遺構と考えられる。 T

14では、表土直下110cmで、 50×50cm大の土境を樅認した。理工は暗褐色土で炭化物粒を含んでいた。礫を

伴っていたことから基境と判断した。沢を挟んで南側からは、陥し穴状遺構1基、土坑1基を確認した。陥

し穴はT20西端表土直下55cmで確認した。大きさは長軸190cm、短軸50cmあった。土抗はT22南端から12m、

表土直下120cmで確認した。大きさは径60cm、円形であった。遺構の検剛犬況などから調査区全体を考える

と、沢を挟んで北側は住居跡などが確認されたことから、人々の生活の場であり、南側は陥し穴などが確認

されたことから狩猟の場であったと推測される。 T15北端から10m、表土直下50cmでは場整備前に使用され

ていたと思われるコンクリートの粋を確認した。また北端では盛土の厚さが30cmだったものが、南端では約

130cmあった。このことなどから、旧地形は様々な事業により大きく改変されていることが分かった。

第129図 舟野遺跡調査区位置図
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40 中山間地域総合整備事業 日頃市西地区

平山i遺跡(NF28-0282)

所在地;大船渡市「l頃両地内

事業者;大船渡地方振興局農林部

調査期日;平成15年12月3日へ4口

調査対象区は、 JR東日本旅客鉄道鞠大船渡線膳駅より

北西約4.8kmに位置する。郷道川に彬成された河芹段丘上

に立地し、標高は91へ95mを測る。現況は、主に水旧で

ある。今回の調査は、ほ場鷺備に伴うもので、切口川面、

水路敷設箇所に18本のトレンチを設定した(TlへT18)。

調査の結果、当用3工I刈こおいて、士坑1基、焼上跡

2基を碓認し、縄文上器数十点が出上した。上境は、 T

7東端より2m、深さ30cmで確認し、大きさは45×45cm

であった。この遺構が海認された凹面は、前回のほ場整

備において、基本層序の第Ⅱ ・ Ⅲ層が削辛されており耕
第130図 平山遺跡位置図

作上直下地用であった。士坑は、この地両面で確認した。焼土跡2碁はT9南端より1m、深さ30cmにおい

て碓認し、大きさは30×30cm、 20×20cmであった。この日南了は、耕作土直下に基本層序第Ⅱ層が残っている。

遺構はこの面で確認した。遺構に伴う遣物が確認されていないことから時期は不明である。この面より下層

の基本層序第Ⅲ層からは縄文土器が出土している。 T2は表土直下基本層序第Ⅲ層であった。この屑から縄

文時代の土器が十数点出上した。慎重に上を除去していったが、遺構は確認できなかった。 T3に同かって

屑が深くなっていることや、現上に屋錘性の礫が混じることから、この周辺は沢であったと考えられる。調

査対象区でI日表上が残っているのはT2、 3、 8、 9周辺のみで、その他の場所は、表土直下地山、あるい

は表土直下基盛層であった。また、 T17では、旧河道が碓認された。以前のほ場整備の際に旧地形が大きく

改変されていることが分かった。以上のことを含め判断すると遺跡本体は今回調査した地点より上位に位置

すると考える。川を挟んで向かい側の調査対象区は、田河道、窟水性の沢などは確認できたが遺構及び造物

は確認することができなかった。
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第131図 平山遺跡調査区位置図
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41中山間地域総合整備事業日頃市西地区関連調査

中宿遺跡(NF18-2197)

所在地;大船渡市日頃市字上宿地内

事業者;大船渡地方振興局農林部

調査期日;平成15年12月3日一4日

遺跡は、大船渡市役所の北北西約6.4k皿に位置し、調査

区は2箇所にわたるが、どちらも胎生川左岸に立地して

いる。今回の調査は、ほ場整備事業に伴い、切土予定の

田面、排水路及び砂利敷農道設置予定箇所を対象とし、

調査対象区域にトレンチを35本設定した(TlへT35)。

盛土予定の田面にも、トレンチを設定したが、掘削を伴

わず、盛土を施して掘削を伴わない排水路予定路線には、

トレンチは設定しなかった。 第132図 中宿遺跡位置図

今回の調査対象区域は、旧来の遺跡範囲内ではないが、

地形等から埋蔵文化財所在の可能性が高いと判断された区域である。 Tl -T20は、胎生川左岸の河岸段丘

面に設定した。鷹生川との比高は4mほどある区域である。 TlへT9における層序であるが、水田造成の

ためか、曲面を上げるためにかなり厚い盛土を施した水田が一部あるものの(T4を設定した田面)、ほとん

どは水田耕作土、水田床土、黄褐色砂礫層(旧河道)の順となっており、一部のトレンチおいては、水田床

土、黄褐色砂礫層、黄褐色砂層、旧河道と推測される砂礫層となっていた。

TlO-T12を設定した水田は、かつて畑地であった箇所である。水田床土の下には、旧表土と思われる黒

色土、黄褐色砂礫層となっており、 T12においては、表土内から、縄文土器片及び敲石、近現代の陶磁器が

出土した。表土下には、水田造成時のものと思われる盛土層があり、その下の第Ⅳ層から縄文土器片十数点

が出土したが、遺物に結びつくような遺構は確認できなかった。さらに掘り下げたところ、径約130c皿大の

円形土抗が旧河道と思われる面で検出された。検出状況から、この上抗は、当時の生活面から掘り込んで礫

を抜き取って構築したものと判断した。 (工法協議予定)

0.↑

’●車寺来車孟子をタi
T19 T18 レ し

亡二=二二二コ ⊂二千=コ

第133図 中宿遺跡調査区位置図
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42 ほ場整備事業土渕地区関連調査

下似団員遺跡(MF35-2363)隣接地

所在地;遠野吊土渕町上潮字下似用具地囚

事業者;遠野地方振興局農政部農村整備室

調査期日;平成15隼Il月20日、 12月311へ4=

卜似田貝遺跡は、遠野吊役所の北北東約5kmに位置し、

足洗川を挟んで南側に位置しているため、卜似用具遺跡

との地形的な通観性はないものと推測されるが、河岸段

丘士の縁に位置しているという地形的条件等から、埋蔵

文化財所在の可能性が高いと判断し、調査に室ったもの

である。段丘縁部分に設置予定の水路、砂利敷農道予定

箇所及び切土予定の出面に15本のトレンチを設定した

(TlへT15)。

精査の結果、 T8及びT9にかけて、表上(耕作上)、
第134図 下似田貝遺跡位置図

黒色十の下に、十和田a隆卜火山庚が雄積しており、この面において畝開状遺構が表土下40c皿で検出された。

この畝樹状遺構は、火中庚から平安時代のものであると判断した。他の遺構及び遺物は碓認できなかった。

TlO-T12のトレンチ中火部分から南端にかけて、表上、黒色上、褐色士の下に十和田a降下火山灰の堆積

が見られたことから、畝間状遺構が所在しているかどうかをトレンチを拡げたが、畝間状遺構は所在せず、

他の遺構及び遣物も確認できなかった。掘り下げたところ、十和冊a降下火山灰層の下には陪青灰褐色土層

が見られ、その卜は川の氾濫によって雄積したと思われる砂層が確認された。

以上のことから、 T10-T15を設定した箇所で見られた十和田a降下火山灰は、足洗川の後背湿地に堆積

したものであると推測した。

今回検出された畝剛夫遺構が平安時代の畑地であるならば この遺構に関連する集落は近接して所在して

いるのではないがと推測した。 (工法協議予定)

寮〉 ・く’二言とう
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第135図 下似団員遺跡隣接地調査区位置図
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43 中山間地域総合整備事業湯屋地区

駒場沢遺跡(MF21-1014)

所在地;上閉伊郡宮守相違曽部地内

事業者;遠野地方振興局農政部農村整備室

調査期日;平成15年11月20日・21日

調査対象地域は、宮守村役場より北西約6kmに位置す

る。湯屋川の支流の沢に形成され緩やかな斜面に立地し、

標高は約240m前後を測る。調査区の現況は、水田及び

畑地となっている。平成13年度の分布調査で遺構、遺物

は発見されなかったが、埋蔵文化財包蔵地の可能性が高

い場所とされた地域である。平成15年度に現地踏査した

結果、摩滅はしているが縄文土器数点、石器数点を表探

したことことから、埋蔵文化財包蔵地であることを確認

した箇所である。今回の調査は、ほ場整備によるもので、

畑地、田面掘削箇所、道路・水路設置箇所が対象である。 第136図 駒場沢遺跡位置図

調査対象箇所に26本の試掘トレンチを設置した(Tl-

T26)。

T3では北端から4m、深さ20cmの地点で土坑一基を確認した。同時に縄文土器が出土したことから、縄

文時代の遺構と思われる。 T5北端から130cm、深さ20cmの地点で古代の住居跡が確認された。大きさは一

辺約3mの隅丸方形、焼性は弱いが焼土を伴い、埋土に十和田aと思われる火山灰が混じる。このトレンチ

からは、住居跡と同じ検出面でから陥し穴状遺構も確認されている。 T9では、深さ20c皿から住居跡1棟を

確認した。この付近の基本層序は表土直下地山で遺構上面は畑地の耕作のため削平されていた。埋土にはT

5の住居跡と同じように十和田aと思われる火山灰が混じる。この遺構の埋土から須恵器が出土した。 T11で

は、約50×50c皿の焼土を深さ60cm、基本層序第Ⅲ層上面で確認した。プランは明確ではなかったが住居跡に

伴うものと判断した(住居状遺構)。 T14でも古代の住居跡と思われる遺構を表土直下15cmで確認した。遺構

は削平されており、半分が残るだけであった。

水路設置予定箇所は現況の水路とほぼ同じルートを通るため、平行する道路設置箇所にトレンチを設定し

たが、沢筋で遺構及び遺物は確認できなかった。 T26から西側は地形が急に落ち込み、急斜面になることか

らトレンチは設定しなかった。調査結果から、縄文と古代の複合遺跡であることが確認された。

篇137図 駒場沢遺跡調査区位置図
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44 経営体育成基盤整備事業大川目地区

中田遺跡(J F28-2299)

所在地;久慈市大川日町地内

事業者;宮古地方振興局農政部農村整備室

調査期日;平成15年Il月10日一11日(2日間)

遺跡は、久慈市役所から西へ5.5k皿の距離の久慈川左岸

の沖積平野と標高2lへ25mの丘陵が接する位置にあり、

現況は水田等になっている。

ほ場整縛業実施にあたり、事業予定地内の埋蔵文化 薫溺
財の有無を確認するため、切り土予定蘭画、水路、農道

予定地を中心に計99木の試掘トレンチを設定した。

調査の結果、 T7、 T14、 T37、 T74では直径0.3へl.5

m程のピットが1基ずつ、 T63へ65では直径0.85へ1.1m
第138図 中田遺跡位置図

程の複数のピットが発見されたが、遺物は出土しなかった。これらの試掘トレンチが設定されたのは遺跡範

囲の中でも、標高が高い箇所で、これより標高の低い箇所では遺構、遺物は確認されず、試掘調査の層序観

察からも沢状地形、谷地状地形と推定され、粘土や砂層が厚く堆積していた。

また事業予定地外のT35、 T36北側の畑地では土器、 T80へT83西側の畑地では土師器、鉄津が表探された。

(平成16年度本発掘調査予定)

第139図 中田遺跡調査区位置図
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45 農免農道整備事業

上野場3遺跡(I F61-2348)

所在地;九戸郡軽米町大字晴山字上野場地内

事業者;二戸地方振興局農政部二戸農村整備室

調査期日;平成15年10月10日

遺跡は軽米町北部の晴山地区にあり、青森県境に近い

場所である。遺跡付近の標高は210m前後を測り、現況

は畑地と山林が中心である。岩手県遺跡台帳には縄文時

代(後期、晩期)の散布地として登録されている。

今回、農道建設にあたり事業予定地の埋蔵文化財の有
二j

無を確認するため試掘調査を行った。試掘トレンチは合

計5箇所設定した(Tl-T5)。その結果、 T2-T4

において埋蔵文化財が確認された。 T2では現地表から
第140図 上野場3遺跡位置図

1m下で、東西方向に黒褐色土埋土の陥し穴状遺構が2基確認され、片方の規模は幅50cm、長さ170cm以上

であった。周囲から縄文時代前期と晩期の土器が出土した。 T3では表土下に黒褐色土(90c皿)があり、遺

物量が比較的少ない遺物包含層が発見された。いわゆるゴロタと呼ばれる南部浮石層は、地表下160c皿程の

所に堆積していた。 T4ではT3と同様に遺物包含層が確認されたが、厚さは50cmと薄くなっていた。ここ

では、農業用機械によると思われる掘削がところどころ見受けられ、撹乱の様相を呈していた。撹乱は地表

下110cmまで及んでおり、南部浮石層は地表下100cmのところで確認された。 T4より奥に露頭があり、土層

観察が可能であったが、遺物、遺構とも確認できなかった。 Tlでは遺構、遺物とも発見されず。黒色土が

200c皿程、堆積しており、周囲の地形から谷地形に流れ込んだ土が厚く堆積している箇所と判断した。 T5

は、遺構、遺物とも発見されず、南部浮石層は地表下50cmで確認されており、黒色土の堆積が薄い。

調査区は、縄文時代前期と晩期の土器が出土し、陥し穴状遺構が検出していることから、近くに竪穴住居

跡が所在する可能性も有り、縄文時代の集落であったことも予想される。 (平成16年度本発掘調査予定)

第141図 上野場3遺跡調査区位置図
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46 農免農道整備事業

サイカツ平Ⅷ遺跡(J E36-2025)

所在地;二戸郡浄法寺町長袖地内

事業者;二戸地方振興局農政部農村整備室

調査期日;平成15年5月27日

遺跡は浄法寺町役場の南西約3k皿に位閏し、安比川左

岸の丘陵地帯に立地する。現況は主に山林となっており

一部の緩斜面に畑地が広がっている。今回の試掘調査は、

農免道の建設に伴うもので、該当箇所に試掘トレンチを

12本設定した(Tl-T12)。調査区の北側に当たる明通

の山側に試掘トレンチのTl-T8を設定した。表土下

に黒褐色士の堆積が見られたが遺構・遺物とも確認する

ことはできなかった。 T9以降は緩斜面の縁辺部に設定
第142図 サイカツ平Ⅷ遺跡位置図

した。 T9では表土層下の黒褐色土層中で直径約30c皿の焼土遺構を検出した。表土から検出面までの深さは

50cmで、焼土遺構の周囲には第Ⅱ層の明褐色土と第Ⅲ層の褐色粘土層をブロックに含む、平坦な硬化面を確

認した。これを床面とする竪穴住居跡の可能性が推測される。 TlOはT9と類似した堆積状況を示し、地形

的に連続するものと考えられるが遺構・遺物とも確認することはできなかった。 T11 ・T12は層間に灰白色

火山灰層を挟んだ黒褐色粘土質シルトが厚く堆積し、人頭大の礫が乗ったグライ化した基本層序の第Ⅲ層の

褐色粘土層が底面となっている。堆積状況や現地形の起伏から沢跡と考えられる。 Tllの黒色土中からは、

縦位の撚糸紋を地紋に持つ縄文土器片が1点出土している。以上のことから、竪穴住居跡と思われる焼土遺

構を検出したT9は、 T11. T12で検出された沢跡と北側の丘陵緩斜面に挟まれた面に位置することから、こ

れに連続する調査区中央部一帯はかつて集落であった可能性が高いと思われる。 (平成16年度本発掘調査予

定)

第143図 サイカツ平Ⅷ遺跡調査区位置図
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47 緊急地方道B (雪寒)整備事業

大道口遺跡(I F65-2176)

所在地;九戸郡軽米町大字上館地内

事業者;二戸地方振興局土木部

調査期日;平成16年2月6口

遺跡は、軽米町役場より東南約8.7k皿に位置する。丘陵

の束緩斜面に立地し、標高は285m前後を測る。調査区

の現況は、水田及び畑地となっている。平成10年度、平

成12年度、道路拡幅に伴い試掘調査を実施している。平

成12年度の試掘調査では、純文土器片が山上し、士坑1

基が確認されている。今回の調査は、道路拡幅に伴うも

のである。調査対象箇所に3本のトレンチを設定した。

調査の結果、丘陵の先端部に設定したT3から、陥し
第144図 大道口遺跡位置図

穴状遺構1基を確認した。 T3の基本層序第Ⅱ層黒褐色土屑下位は、間の層が失われており、第Ⅵ層の淡黄

褐色土となっていた。陥し穴状遺構は淡黄褐色土の上面、地表面から深さ80c皿で碓認されている。長さは、

200cm以上、幅(短軸)は、約150c皿の楕円形を呈していた。助士は、基本層序第Ⅲ層、 Ⅳ層にあたる黒色土

と橙色パミスの互層であった。

東側から延びる丘陵と西側から延びる丘陵がぶつかった場所にTl、 T2を設定した。 Tl及びT2では、

表土直下約100c皿で橙色パミスを確認した。その下層に遺構がないか第Ⅵ層の地山まで下げたが、確認でき

なかった。湧水があったこと、地形から判断して、 Tl、 T2を設定した場所は沢跡と判断した。

今回の調査の結果、遺跡本体は、沢を挟んで西側に延びる丘陵部上面ではないかと推測される。

第145図 大道口遺跡調査区位置図
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第150図 県内遺跡試掘調査出土遺物5
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第152図 県内遺跡試掘調査出土遺物7

県内遺跡試掘調査出土遺物

番号 遺跡名 出土地点・器種・特徴 番号 遺跡名 出土地点・諸種・特徴 

1 杉の堂遺跡 T2、縄文後期前葉 21 寺野道跡 表採、深鉢、波状口縁、Rし 

2 杉の堂遺跡 T3 縄文中期中葉 22 寺野遺跡 T17 包含屈 深鉢、貼付 

3 杉の堂適跡 T3 縄文中期中葉 23 寺野逝跡 T17 包含層 深鉢撚糸 

4 熊堂B遺跡 T5 須悪持薬 24 寺野道跡 T17 包含層 深鉢 

5 熊堂B遺跡 T9 土師器饗 25 寺野道跡 表採 深鉢、鍛練文 

6 高木中館適跡 T4 縄文晩期大洞A式 26 寺野避跡 表採 深鉢、撚糸文 

7 高木中館遺跡 文久永貿銅銭 27 寺野避跡 表採 深鉢、附加粂 

8 長根I避跡 近世陶器 28 寺野遺跡 表採 麿石 

9 押切進跡 Tl 羽口 29 二升石遺跡 Tl Ⅲ屈上面、無節 

10 六日市場逝跡 T2 土師器杯 30 二升石大根遺跡 T17、木目状撚糸文 

11 寺野遺跡 Tlロ縁部、網目状撚糸文 31 二升石大根遺跡 T17 敵磨石 

12 寺野遺跡 Tl口縁部、綾経文 32 二升石大根遺跡 T16 石鎚 

13 寺野週跡 Tl縄文しR 33 沼袋遺跡 T9 包含屑Ⅱ屑中、無節 

14 寺野遺跡 Tl縄文しRし 34 大西遺跡 TlO Ⅲ局中、大洞BC式 

15 寺野遺跡 Tl原体不明 35 大西遺跡 TlO Ⅲ屑中、台部 

16 寺野遺跡 Tl羽状細文LR 36 大西遺跡 TlO Ⅲ屈中、洗練文 

17 寺野遺跡 T5 埋士 原体不明 37 中村遺跡 T2 しR(多粂) 

18 寺野道跡 T6 底部、網代、LRし 38 畑中遺跡 T2 埋土中 陶器 

19 寺野逝跡 T16 底部、網代、しR 39 畑中遺跡 T18 LR 

20 寺野逝跡 表採 深鉢、撚糸文、隆粥 40 畑中避跡 T18 羽状しR 
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番号 遺跡名 出土地点・器種・特徴 番号 遺跡名 出土地点・器秘"特徴 

41 畑中逝跡 T18 底部 83 山口遺跡 T17 灘埋土上部 高台杯 

42 畑中遺跡 T18 羽状しR 84 山口避跡 T39 須恵認印底部 

43 畑中遺跡 T18 原体不明 85 小川屋敷逝跡 Tl土師器 

44 畑中遺跡 T18 底部 86 小川屋敷遺跡 T3 土師器杯底部 

45 新平遺跡 T5 土師器 87 小川屋敷遺跡 T6 土師器杯 

46 新平遺跡 T5 土師器饗 88 小川屋敷適跡 T6 土師器杯 

47 新平遺跡 T17 近世陶器 89 小川屋敷遁跡 T6 土師器杯 

48 新平遺跡 T18 表土、近世陶器 90 小川屋敷遺跡 T6 土師器杯 

49 新平逝跡 T18付近 蓑採、土師器 91 内屋敷遺跡 不明 土師器饗 ロクロ 

50 新平遁跡 T21縄文しR 92 道上避跡 T39 スリ石 

51 新平遺跡 T23 須恵器 93 適上進跡 T16 士柵器杯 内装 

52 新平遺跡 T23 土師器杯、内装 94 道上遺跡 T122 すり鉢 

53 新平遺跡 T24 包含屑、洗練文 95 道上遺跡 T122 陶器碗 

54 新平遺跡 T25 包含層、須恵器壷 96 道上遺跡 T125 円盤状石製晶 

55 新平遺跡 T25 綾繰文しR 97 道上逝跡 T39 麿石 

56 新平遺跡 T25 土師器襲 98 金打逝跡 TlO 口綾部、沈線文 

57 新平遺跡 T28 Rし、平行洗練文 99 金打適跡 T16 口綾部、鮒文、洗練文 

58 新平逝跡 T28 須恵器饗 100 金打遺跡 T19 口縁部、大木9式 

59 新平遺跡 T29 縄文しR 101 岩谷堂柳沢Ⅱ遊跡 縄文晩期 

60 新平遺跡 T29 細文しR 102 大釜I遺跡 T8 縄文しR 

61 新平遺跡 T29 洗練文 103 大釜I遺跡 T10 縄文Rし 

62 新平逝跡 T31土師器糸切り 104 平山遺跡 T3 しR→洗練文、内面ナデ 

63 新平逝跡 T130 土師器杯内柴 105 平山遺跡 T3 附加条、内面ナデ 

64 新平遺跡 T130 近世陶器 106 平山遺跡 T3 細文しR、内外面ナデ 

65 新平遺跡 T133 土師器饗 107 平山遺跡 

T2諾∴突起4つ、うち貰通穴2箇所、 しR→洗練文、内面ナデ 
66 新平遺跡 T133 須恵器饗 

67 新平遺跡 T18 二次加工ある剥片 108 平山遺跡 T7 しR→洗練文、内面ナチ 

68 新平遺跡 T15 スクレイパー 109 ・判1I遺跡 蓑探 しR→洗練文、三角形文 

69 新平遺跡 T17付近蓑採、剥片石器 110 平山逝跡 T8 遺構埋土 石皿 

70 新平遺跡 T28付近蓑採 スi)石 == 中清適跡 士坑理工上面、しR 

71 新平遺跡 T28 スリ石 112 中宿遺跡 

上境壇上上面、しR→平行洗練文、縄 文晩期天洞A式 
72 新平遺跡 T28 礫石器級打面・磨面 

73 新平遺跡 T28付近 表採 113 駒場沢追跡 T5 須恵器 

74 新平遺跡 T29 石ベラ 114 駒場沢遺跡 T8 鮒文Rし 

75 新平遺跡 農道表採、摺り而あり 115 駒場沢遺跡 T8 網目状撚糸文 

76 中島遺跡 T21深鉢 116 駒場沢遺跡 不明 杯 

77 中島遺跡 T21須恵器襲 117 上野場3逝跡 T2 深鉢胴部、縄文晩期前葉 

78 中島遺跡 蓑採 土師器杯 内黒 118 上野場3遺跡 T3 深鉢胴部、鮒文しR 

79 中馬遺跡 表採 土師器饗 119 上野場3遺跡 T3 深鉢胴部、鮒文Rし 

80 中島遺跡 表採 高台杯∴因襲 120 サイカツ平Ⅷ遺跡 撚糸文 

81 中島逝跡 蓑採 須恵器饗 121 駒板遺跡 T2 深鉢? 撚糸文 

82 中島遺跡 表採 須恵器製 122 駒板遺跡 

T3北端2周中須恵器∴浅鉢? 内面のI約二鉄付精 
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Ⅲ 写真図版





清田台遺跡5号住居跡 石田炉

宿館遺跡A地区1号堀 断面

宿館遺跡A地区1号滞 断面

清田台遺跡5, 6号住居跡

清田台遺跡1号住居跡 完掘状況

宿館遺跡A地区2号堀 断面

宿館遺跡B地区溝 完掘状況

写真図版1県内遺跡調査状況(1)
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宿飾遺跡 B地I宥距畔上 断面図

兵法用遺跡1号上端完掘状況

出ル町Ⅱ遺跡造物包含層検掴夫況

丹内I遺跡12号上坑完掘状況

兵法「吊遺跡ピット群

丹囚I避跡調査風景 北から

丹囚I遺跡14号上境完掘状況

写真図版2 県内遺跡調査状況(2)
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丹内I遺跡号土坑完掘状況

二の台遺跡 附し穴完掘状況

二の台遺跡 附し穴完掘状況

丹内I遺跡 陥し穴売捌状況

下屋敷遺跡 住居状遺構完掘状況



上野々遺跡1引‾朝潮;カマド

駒板遺跡 上境l完掘状況

二の台遺跡1号陥し穴

写真図版4 県内遺跡調査状況(4)

ー122葛



l (第6図40)

3 (第8図59)

5表

(第9図101)

6表

(第9凶102)

2 (第7凶43)

4 (第8図68)

5裏

写真図版5 県内遺跡調出土遺物1 (清田台遺跡)
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10上野々遊跡(第27図8)

蟹鬱「過
12.13出ル町II遺跡(第37図2)

15上野々遺跡(第27図2)

17宿飾遺跡(第18図5)

ll出ル町Ⅱ遺跡(第37図1)

14上野々遺跡(第27図1)

16胸板造跡(第152図122)

写真図版6 県内遺跡出土遺物2
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